
53

﹇
キ
ー
ワ
ー
ド：

①
近
世
新
義
真
言
宗
寺
院
﹈

一
　
本
稿
の
目
的

東
京
都
あ
き
る
野
市
横
沢
に
金
色
山
吉
祥
院
大
悲
願
寺
と
い
う
寺
院
が
あ
る
。
近
世
に
お
い
て
は
末
寺
・
門
徒
あ
わ
せ
て
三
二

ヵ
寺
を
抱
え
る
田
舎
本
寺
で
田
舎
談
林
で
も
あ
っ
た
。大
悲
願
寺
に
は
古
文
書
約
一
万
点
と
典
籍
等
一
万
点
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
用
い
た
研
究
に
は
、『
東
京
都
西
多
摩
郡
五
日
市
町
大
悲
願
寺
所
蔵
調
査
報
告
（
上
）
古
文
書
編
』（
東
京
都
教
育
委
員

会
一
九
九
四
）
に
掲
載
さ
れ
た
三
本
の
論
文
、
石
井
道
郎
氏
「
日
記
が
語
る
寺
の
暮
ら
し
」、
清
水
浩
氏
「「
朱
印
状
の
授
受
を
め

ぐ
る
記
録
」
に
つ
い
て
」、
河
野
朝
子
氏
「
大
悲
願
寺
歴
代
住
職
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」
と
『
東
京
都
西
多
摩
郡
五
日
市
町
大
悲
願
寺

所
蔵
文
化
財
目
録
（
下
）
典
籍
・
絵
画
編
』
東
京
都
教
育
委
員
会
一
九
九
五
）
の
坂
本
正
仁
氏
「
大
悲
願
寺
の
歩
み
と
所
蔵
典
籍

新
義
真
言
宗
田
舎
本
寺
大
悲
願
寺
と

そ
の
門
末
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

日
暮
　
義
晃
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の
あ
ら
ま
し
」、
宮
田
満
氏
に
よ
る
「
近
世
の
村
の
寺
の
役
割
に
つ
い
て
」（『
西
垣
晴
次
先
生
退
官
記
念
宗
教
史
・
地
方
史
論
纂
』

刀
水
書
房
一
九
九
四
）
が
あ
る
。
ま
た
、
大
悲
願
寺
に
は
、
大
悲
願
寺
の
住
持
法
輪
房
慈
明
と
そ
の
跡
を
継
い
だ
義
現
房
法
明
に

よ
る
天
明
五
年
か
ら
文
化
十
四
年
ま
で
の
記
録
（
史
料
に
は
「
萬
記
録
」
と
の
表
題
が
つ
い
て
い
る
）
が
残
さ
れ
て
お
り
、
五
日

市
郷
土
館
よ
り
『
大
悲
願
寺
日
記
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
1
）
。
こ
の
『
大
悲
願
寺
日
記
』
に
は
、
五
日
市
古
文
書
研
究
会
の

方
々
が
調
べ
ら
れ
た
詳
細
な
註
と
解
題
が
付
さ
れ
、
全
文
を
書
き
下
し
た
資
料
集
と
な
っ
て
い
る
。

石
井
氏
は
「
萬
記
録
」
の
内
容
を
紹
介
さ
れ
、
清
水
氏
は
嘉
永
七
年
の
朱
印
状
改
め
を
紹
介
さ
れ
、
河
野
氏
は
大
悲
願
寺
歴
代

住
持
に
つ
い
て
概
観
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
坂
本
氏
は
大
悲
願
寺
の
由
緒
に
つ
い
て
考
証
さ
れ
、
近
世
以
前
の
寺
伝
は
享
保
十
八

年
（
一
七
三
三
）
入
院
の
如
環
ら
歴
代
住
持
ら
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
部
分
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
宮
田
氏
は
大
悲
願
寺
と
檀

家
と
の
係
わ
り
を
檀
頭
の
史
料
も
用
い
て
新
興
の
家
と
旧
家
と
の
村
内
の
格
式
を
め
ぐ
る
対
立
か
ら
描
か
れ
て
い
る
。

以
上
大
悲
願
寺
文
書
を
用
い
た
研
究
を
簡
単
に
紹
介
し
た
が
、
基
本
的
な
事
実
関
係
や
基
礎
デ
ー
タ
な
ど
の
蓄
積
が
少
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。
本
稿
で
は
今
後
の
分
析
に
備
え
、
基
礎
的
な
デ
ー
タ
の
紹
介
を
行
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

簡
単
に
で
は
あ
る
が
近
世
新
義
真
言
宗
史
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
櫛
田
良
洪
氏
に
よ
る
『
真
言

密
教
成
立
過
程
の
研
究
』
と
『
続
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』
が
先
駆
的
な
研
究
と
し
て
重
要
で
あ
ろ
う
（
2
）
。
真
言
宗
と
新
義

真
言
宗
教
団
に
つ
い
て
古
代
か
ら
近
世
ま
で
を
扱
っ
た
研
究
で
あ
る
。
教
義
に
つ
い
て
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
近
世
新
義
真
言
宗

教
団
が
成
立
し
、
発
展
す
る
過
程
や
新
義
教
団
の
組
織
や
制
度
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
教
団
の
構
造
や
智
積
院
と
長
谷
寺
と
い
っ

た
教
相
本
寺
の
関
係
、
さ
ら
に
護
国
寺
が
ど
の
よ
う
に
教
団
内
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
な
ど
を
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

分
析
手
法
は
、
組
織
や
制
度
に
つ
い
て
本
山
や
触
頭
レ
ベ
ル
で
の
規
定
や
法
度
類
を
中
心
に
論
述
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
田
舎
本
寺
の
本
末
関
係
や
談
林
を
め
ぐ
る
問
題
、
移
転
寺
の
議
論
を
通
じ
て
田
舎
本
寺
と
教
相
本
寺
の
関
係
な
ど
も
論
じ
ら
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れ
て
い
る
。

ほ
か
に
本
山
や
本
寺
を
扱
っ
た
『
智
積
院
史
』
な
ど
の
寺
史
も
あ
る
（
3
）
。『
護
国
寺
史
』・『
長
谷
寺
略
史
』
で
は
、
坂
本
正
仁

氏
が
そ
の
本
末
関
係
や
開
帳
な
ど
様
々
な
事
例
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
近
世
の
新
義
真
言
宗
教
団
と
政
治
権
力
と
の
係
わ

り
を
分
析
さ
れ
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
（
4
）
。
宇
高
良
哲
氏
に
よ
る
近
世
初
頭
の
関
東
の
仏
教
教
団
に
関
す
る
研
究
に
み
ら
れ
る

新
義
真
言
宗
触
頭
に
つ
い
て
の
分
析
も
近
世
新
義
教
団
の
あ
り
方
を
示
し
重
要
で
あ
ろ
う
（
5
）
。

こ
の
よ
う
に
近
世
新
義
真
言
宗
史
に
つ
い
て
み
る
と
制
度
史
や
近
世
初
頭
の
政
治
史
、
教
相
本
寺
や
護
国
寺
と
い
っ
た
上
位
の

寺
院
と
政
治
権
力
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
一
定
の
蓄
積
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
寺
院
の
分
布
状
況
を
地
誌
な
ど
か
ら
調
査
し
た
数
量
分
析
の
成
果
に
よ
れ
ば
、
関
東
で
は
新
義
真
言
宗
寺
院
が
多
く
み

ら
れ
る
と
さ
れ
る
（
6
）
。
以
上
の
点
か
ら
関
東
の
仏
教
史
を
考
え
る
上
で
も
、
新
義
真
言
宗
史
の
空
白
部
分
を
埋
め
る
上
で
も
大
悲

願
寺
門
末
を
通
じ
、
在
地
の
新
義
真
言
宗
教
団
に
つ
い
て
論
じ
る
意
義
が
見
い
だ
せ
よ
う
。

こ
う
し
た
研
究
状
況
の
中
で
、
朴
沢
直
秀
氏
は
、
関
東
農
村
の
寺
院
（
法
眼
寺
・
延
命
院
）
の
檀
家
集
団
の
構
造
と
寺
院
経
営

の
関
わ
り
を
研
究
さ
れ
、「
地
方
教
団
組
織
」
と
い
う
概
念
を
示
し
安
房
の
新
義
真
言
宗
教
団
組
織
な
ど
を
分
析
さ
れ
て
い
る
（
7
）
。

ほ
か
に
も
薬
王
院
文
書
を
用
い
た
共
同
研
究
『
近
世
高
尾
山
史
の
研
究
』
で
は
田
舎
本
寺
と
そ
の
門
末
に
関
す
る
多
様
な
論
点
を

示
さ
れ
て
い
る
（
8
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
差
な
ど
ふ
ま
え
れ
ば
研
究
が
多
い
と
は
い
え
な
い
の
が
現
状
で
今
後
も
在
地
の
教
団

の
具
体
像
を
描
き
事
例
を
蓄
積
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
9
）
。

村
落
史
の
分
野
で
も
在
地
寺
院
と
村
と
の
関
係
が
分
析
さ
れ
、
村
落
で
寺
院
が
は
た
し
た
役
割
な
ど
を
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
教
団
組
織
に
つ
い
て
の
研
究
蓄
積
が
少
な
い
た
め
、
そ
の
評
価
の
意
義
付
け
が
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
10
）
。
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二
　
地
域
的
な
特
徴

関
東
新
義
真
言
宗
教
団
の
特
徴

関
東
新
義
真
言
宗
教
団
の
特
色
に
つ
い
て
先
に
あ
げ
た
櫛
田
良
洪
氏
や
宇
高
良
哲
氏
・
坂
本
正
仁
氏
・
朴
沢
直
秀
氏
の
研
究
成

果
に
も
と
づ
き
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
新
義
真
言
宗
の
本
末
関
係
に
つ
い
て
み
る
と
、
大
本
寺
（
上
方
本
寺
）
と
中
本
寺
（
田
舎
本
寺
）
と
の
法
流
相
続
に
よ

る
本
末
関
係
と
、
さ
ら
に
田
舎
本
寺
と
そ
の
所
在
地
周
辺
の
寺
院
と
の
間
に
結
ば
れ
る
二
系
統
の
本
末
関
係
が
あ
っ
た
。
田
舎
本

寺
を
中
心
と
し
た
在
地
で
の
本
末
関
係
は
、
上
方
と
の
法
流
に
よ
る
本
末
関
係
よ
り
先
に
室
町
時
代
後
半
に
は
成
立
し
て
い
た
と

さ
れ
、
各
田
舎
本
寺
は
末
寺
・
門
徒
の
住
職
任
免
権
を
持
ち
、
各
種
法
会
へ
の
出
仕
の
義
務
を
課
し
て
い
た
。
一
方
、
法
流
に
よ

る
上
方
と
の
本
末
関
係
は
、
戦
国
期
後
半
頃
に
田
舎
本
寺
が
、
田
舎
で
の
本
寺
と
し
て
の
地
位
を
固
め
て
い
く
た
め
に
、
法
流
を

上
方
本
寺
よ
り
受
け
る
こ
と
で
成
立
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。
法
流
に
よ
る
上
方
と
の
本
末
関
係
は
、
住
職
の
任
命
権
や
法
会
へ

の
出
仕
な
ど
実
際
の
支
配
は
伴
わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

大
悲
願
寺
は
、
醍
醐
三
宝
院
（
上
方
本
寺
）
の
法
流
上
の
末
寺
で
あ
る
中
本
寺
で
あ
っ
た
。
醍
醐
三
宝
院
の
流
派
を
受
け
継
い

で
い
た
た
め
、
三
宝
院
末
と
さ
れ
、
大
悲
願
寺
の
住
職
は
、
先
住
か
ら
大
悲
願
寺
に
伝
わ
っ
て
い
る
三
宝
院
流
の
伝
授
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
大
悲
願
寺
の
末
寺
は
、
大
悲
願
寺
か
ら
こ
の
法
流
の
伝
授
を
さ
れ
た
寺
院
で
あ
る
。
法
流
を
授
か
っ
て

い
な
い
寺
院
は
門
徒
と
さ
れ
た
。
法
流
は
寺
へ
付
属
さ
れ
る
た
め
、
仮
に
門
徒
寺
院
の
住
職
が
法
流
の
伝
授
を
受
け
て
い
た
と
し

て
も
、
門
徒
寺
院
へ
の
附
法
が
無
け
れ
ば
引
導
な
ど
の
作
法
を
行
え
な
か
っ
た
。
門
徒
と
い
う
格
は
、
本
山
へ
の
願
い
出
に
よ
っ

て
昇
格
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。



57

新義真言宗田舎本寺大悲願寺とその門末に関する基礎的研究（日暮　義晃）

さ
ら
に
近
世
の
真
言
宗
教
団
は
、
修
学
し
た
教
学
（
教
相
）
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
て
い
た
た
め
、
新
義
教
学
を
学
ん
だ
僧
侶
が

止
住
す
る
と
新
義
真
言
宗
寺
院
と
な
り
、
古
義
教
学
を
学
ん
だ
僧
侶
が
止
住
す
る
と
古
義
真
言
宗
寺
院
と
な
る
と
さ
れ
た
。
大
悲

願
寺
の
場
合
、
教
義
上
の
本
寺
は
、
長
谷
寺
と
智
積
院
で
あ
っ
た
。
新
義
真
言
宗
の
僧
侶
と
な
る
に
は
真
言
宗
僧
侶
と
し
て
行
う

修
行
（
四
度
加
行
な
ど
）
の
ほ
か
に
学
問
修
行
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
田
舎
談
林
と
教
相
本
寺
あ
わ
せ
て
二
十
年
の
学
問
修
行

を
経
る
と
教
相
本
寺
か
ら
住
持
の
免
許
が
下
り
た
。
た
だ
し
、
住
持
と
し
て
の
資
格
を
与
え
る
だ
け
で
、
僧
侶
の
身
分
を
保
障
す

る
の
は
田
舎
本
寺
を
中
心
と
し
た
地
方
教
団
組
織
と
田
舎
談
林
で
あ
っ
た
（
11
）
。
関
東
の
新
義
真
言
宗
教
団
は
、
一
つ
の
本
山
の
も

と
に
諸
寺
院
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
各
田
舎
本
寺
を
中
心
と
し
た
教
団
組
織
が
分
立
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
（
12
）
。

武
蔵
国
の
田
舎
本
寺
数
と
規
模
を
示
す
た
め
、
寛
政
期
の
本
末
帳
か
ら
武
蔵
国
の
田
舎
本
寺
が
抱
え
る
末
寺
・
門
徒
数
、
朱
印

地
高
を
表
一
に
ま
と
め
て
み
た
。
田
舎
本
寺
の
配
下
に
あ
る
本
寺
（
小
本
寺
）
と
そ
の
末
寺
は
田
舎
本
寺
の
末
寺
と
し
た
。

表
一
を
み
る
と
末
寺
を
百
ヵ
寺
以
上
も
抱
え
る
本
寺
が
あ
る
一
方
で
、
全
く
末
寺
を
持
た
ぬ
本
寺
が
四
十
ヵ
寺
あ
り
、
配
下
に

一
ヵ
寺
か
ら
十
ヵ
寺
程
度
を
抱
え
る
田
舎
本
寺
が
三
十
九
ヵ
寺
と
な
っ
て
い
る
。
十
一
ヵ
寺
か
ら
二
十
ヵ
寺
・
二
十
一
ヵ
寺
か
ら

三
十
ヵ
寺
・
三
十
一
ヵ
寺
か
ら
四
十
ヵ
寺
の
配
下
を
持
つ
寺
院
は
い
ず
れ
も
二
十
ヵ
寺
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

配
下
に
一
か
ら
四
十
ヵ
寺
程
度
の
寺
院
を
持
つ
田
舎
本
寺
が
多
数
で
は
あ
る
が
、抱
え
て
い
る
末
寺
数
や
朱
印
地
高
は
様
々
で
、

さ
ら
に
立
地
条
件
や
檀
家
の
数
な
ど
を
勘
案
す
れ
ば
多
様
な
田
舎
本
寺
が
存
在
し
て
い
た
と
い
え
る
。
大
悲
願
寺
は
朱
印
地
二
十

石
を
持
ち
、
末
寺
と
門
徒
三
十
二
ヵ
寺
を
抱
え
て
い
る
田
舎
本
寺
で
あ
っ
た
。
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小
宮
領
の
寺
院
分
布
状
況

大
悲
願
寺
門
末
は
、
拝
島
領
熊
川
村
に
あ
っ
た
真
福
寺
を
除
き
、
残
り
は
小
宮
領
に
分
布
し
て
い
た
。
真
福
寺
が
所
在
し
た
熊

川
村
も
小
宮
領
に
隣
接
し
て
い
た
の
で
、
熊
川
村
も
あ
わ
せ
て
小
宮
領
の
寺
院
と
村
落
に
つ
い
て
「
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
」
よ

り
表
二
に
ま
と
め
、
さ
ら
に
小
宮
領
寺
院
の
成
立
年
代
を
表
三
に
、
寺
領
に
つ
い
て
は
表
四
に
ま
と
め
た
（
13
）
。

小
宮
領
は
、
東
西
十
里
、
南
北
二
里
に
わ
た
る
地
域
で
、
村
数
は
五
十
九
ヵ
村
、
寺
院
数
は
一
七
六
ヵ
寺
と
な
っ
て
い
る
。
集

計
で
は
本
寺
を
持
た
な
い
個
人
所
有
と
思
わ
れ
る
寺
院
は
除
い
た
。
ま
た
、
大
半
の
村
落
が
秋
川
流
域
に
あ
り
、
陸
田
・
畑
・
山

林
が
多
く
み
ら
れ
、
幕
領
と
旗
本
領
が
し
め
る
地
域
で
あ
っ
た
（
14
）
。

単
純
計
算
で
一
村
あ
た
り
に
約
三
ヵ
寺
の
寺
院
が
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
。
小
宮
領
の
家
数
は
、
合
計
で
五
一
四
〇
軒
で
あ
る
。

「
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
」
に
軒
数
記
載
の
な
か
っ
た
村
々
は
、
時
期
が
異
な
る
が
『
日
本
歴
史
地
名
体
系
十
三
、
東
京
都
の
地

名
』（
平
凡
社
）
の
安
政
期
の
デ
ー
タ
に
よ
っ
た
。
留
所
村
二
十
五
軒
・
雨
間
村
百
軒
・
野
辺
村
五
十
二
軒
・
深
沢
村
二
十
五

軒
・
入
野
村
三
十
五
軒
で
あ
る
。
一
寺
院
あ
た
り
三
十
軒
程
度
の
檀
家
数
と
な
る
。
檀
家
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
い
場
合
も
あ
る
た

め
目
安
と
し
て
の
数
値
で
あ
る
。
圭
室
文
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
檀
家
か
ら
の
布
施
の
み
で
寺
院
の
経
営
を
す
る
に
は
、
百
五
十
軒
程

度
の
檀
家
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
こ
の
地
域
の
多
く
の
寺
院
が
経
営
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
は
、
檀
家
の
布
施
収

入
以
外
の
収
入
源
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
（
15
）
。

寺
院
の
宗
派
別
内
訳
と
特
色

臨
済
宗
は
七
十
九
ヵ
寺
あ
り
、
そ
の
う
ち
朱
印
地
寺
院
は
十
八
ヵ
寺
、
配
下
に
十
ヵ
寺
以
上
を
抱
え
る
寺
院
は
四
ヵ
寺
で
あ
っ

た
。
新
義
真
言
宗
寺
院
は
四
十
九
ヵ
寺
を
数
え
、
朱
印
地
寺
院
は
十
六
ヵ
寺
あ
り
、
配
下
に
十
ヵ
寺
以
上
を
持
つ
寺
院
は
四
ヵ
寺
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で
あ
る
。
曹
洞
宗
は
三
十
三
ヵ
寺
で
、
朱
印
地
寺
院
は
八
ヵ
寺
、
配
下
に
十
ヵ
寺
以
上
を
持
つ
寺
院
は
三
ヵ
寺
。
天
台
宗
は
十
ヵ

寺
で
、
朱
印
地
寺
院
が
七
ヵ
寺
、
配
下
を
十
ヵ
寺
以
上
抱
え
る
寺
院
は
一
ヵ
寺
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
時
宗
二
ヵ
寺
、
修

験
二
ヵ
寺
、
日
蓮
宗
一
ヵ
寺
が
み
ら
れ
る
。
浄
土
宗
や
浄
土
真
宗
寺
院
は
見
ら
れ
ず
、
日
蓮
宗
寺
院
も
一
ヵ
寺
だ
け
で
、
年
具
地

三
反
の
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。
新
義
真
言
宗
寺
院
で
末
寺
を
抱
え
て
い
る
寺
院
は
い
ず
れ
も
田
舎
本
寺
で
あ
る
。

寺
院
の
成
立
年
代
を
み
る
と
新
義
真
言
宗
寺
院
は
、
古
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
創
設
さ
れ
て
い
る
。
臨
済
宗
は
、
千
三
百
年
代

か
ら
開
創
さ
れ
、
特
に
千
四
百
年
代
か
ら
千
五
百
年
代
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
小
和
田
村
広
徳
寺
が
千
四
百
年
代
に
、
戸

倉
村
光
厳
寺
が
千
三
百
年
代
に
、
檜
原
村
吉
祥
寺
が
千
三
百
年
代
に
建
て
ら
れ
、
そ
の
後
、
後
北
条
氏
や
在
地
有
力
者
の
庇
護
を

受
け
て
、
末
寺
を
増
や
し
て
い
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
曹
洞
宗
は
、
千
五
百
年
代
か
ら
千
六
百
年
代
に
多
く
開
創
さ
れ
て
い
る
。

こ
ち
ら
も
平
井
村
宝
光
寺
が
千
四
百
年
代
に
、
大
久
野
村
天
正
寺
が
千
五
百
年
代
に
建
て
ら
れ
末
寺
を
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
に

よ
る
。
天
正
寺
末
寺
に
は
北
条
氏
照
と
の
由
緒
を
記
し
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ
、
臨
済
宗
と
曹
洞
宗
の
寺
院
は
、
後
北
条
氏
と
の

係
わ
り
で
末
寺
を
増
加
さ
せ
た
面
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
関
東
地
方
で
は
、
新
義
真
言
宗
寺
院
が
特
に
多
く
、
次
い
で
曹
洞
宗
が
多

い
と
さ
れ
る
が
、
小
宮
領
に
関
し
て
み
る
と
、
臨
済
宗
寺
院
が
特
に
多
い
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
朱
印
地
寺
院
や
配
下
に
十
ヵ
寺

以
上
抱
え
る
寺
院
は
新
義
真
言
宗
も
さ
ほ
ど
変
わ
ら
ず
、
禅
宗
系
と
密
教
系
の
優
勢
な
地
域
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
16
）
。

寺
院
の
規
模
に
つ
い
て
み
る
と
、
朱
印
地
寺
院
が
五
十
二
ヵ
寺
あ
り
、
残
り
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
寺
院
に
除
地
の
所
有
を
確
認
出

来
る
。
除
地
の
面
積
は
表
四
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
五
反
以
下
の
も
の
が
大
多
数
で
あ
っ
た
。
な
お
表
に
は
反
映
し
て
い
な
い
が
、

な
か
で
も
二
反
か
ら
一
反
弱
の
寺
院
が
特
に
多
い
。
表
五
は
、
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）「
寺
社
堂
領
高
并
御
除
地
反
別
并
人
数

帳
」
と
い
う
大
悲
願
寺
と
末
寺
・
門
徒
の
朱
印
地
・
除
地
な
ど
が
書
き
上
げ
ら
れ
た
史
料
よ
り
作
成
し
た
。
表
二
の
約
百
年
以
前

の
デ
ー
タ
で
面
積
に
多
少
の
相
違
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
除
地
＝
境
内
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
寺
院
が
ほ
と
ん
ど
と
な
っ
て
い
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る
。
ま
た
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
の
檜
原
村
門

徒
明
珠
院
の
絵
図
（
図
一
）
と
寛
延
四
年
「
明
珠
院

付
畑
帳
」
か
ら
作
成
し
た
表
六
を
見
る
と
除
地
七
畝

十
四
歩
は
七
畝
の
畑
と
庫
裏
・
本
堂
の
十
四
歩
と
に

分
け
ら
れ
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
檜

原
村
門
徒
長
福
寺
の
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
の

庫
裏
・
本
堂
（
図
二
）
を
み
る
と
本
堂
は
八
畳
で
庫

裏
が
三
畳
と
な
っ
て
い
る
。
十
四
歩
＝
十
四
坪
＝
二

十
八
畳
で
あ
る
か
ら
明
珠
院
の
庫
裏
・
本
堂
も
同
様

の
規
模
の
寺
院
と
思
わ
れ
る
。
境
内
地
と
い
う
と
本

堂
や
庫
裏
な
ど
の
諸
施
設
が
た
て
ら
れ
た
土
地
を
イ

メ
ー
ジ
し
が
ち
で
あ
る
が
、
小
規
模
な
除
地
を
所
有

す
る
こ
の
地
域
の
寺
院
は
、
明
珠
院
や
長
福
寺
と
ほ

ぼ
同
様
の
形
態
で
、
除
地=

境
内
地
が
畑
な
ど
に
利

用
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
方
、
朱
印

地
を
所
持
し
天
明
期
に
末
寺
へ
と
昇
格
を
果
た
し
た

大
光
寺
は
図
三
の
よ
う
な
様
子
で
あ
っ
た
。

図 1 F26‐3‐②（寛永二年　明珠院絵図）
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小
　
括

大
悲
願
寺
と
周
辺
の
寺
院
群
に
つ
い
て
限
ら
れ
た
範
囲
で
あ
る
が
概
観
し
て
み
た
。
末
寺

の
分
布
状
況
や
地
所
の
所
有
、
檀
家
数
な
ど
禅
宗
系
の
寺
院
も
真
言
宗
と
類
似
の
存
在
と
仮

定
す
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
禅
宗
寺
院
の
研
究
が
少
な
い
現
状
で
大
悲
願

寺
門
末
の
事
例
は
武
蔵
地
域
の
寺
院
事
例
と
し
て
普
遍
性
も
持
た
せ
ら
れ
る
と
考
え
る
。

二
　
大
悲
願
寺
門
末
の
概
要

大
悲
願
寺
は
、
横
沢
村
の
五
日
市
街
道
沿
い
の
横
沢
丘
陵
の
中
腹
に
存
在
し
て
い
た
。
横

沢
村
は
田
二
十
四
石
余
・
畑
二
十
五
石
余
の
村
落
で
最
初
幕
領
で
後
に
小
田
原
藩
領
と
な
っ

た
。
二
十
石
が
大
悲
願
寺
領
で
あ
っ
た
（
17
）
。

大
悲
願
寺
の
檀
家
は
時
期
に
よ
っ
て
多
少
の
変
動
が
あ
る
が
、
約
百
軒
程
で
あ
っ
た
。
内

訳
は
、
享
保
期
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
伊
奈
村
に
五
十
四
軒
・
舘
谷
村
に
四
軒
・
上
川
口
村
に

六
軒
・
三
内
村
に
三
軒
・
横
沢
村
に
三
十
二
軒
と
大
悲
願
寺
の
門
前
百
姓
（
何
名
か
不
明
）

で
あ
っ
た
（
18
）
。
伊
奈
村
と
横
沢
村
を
中
心
に
周
辺
村
落
に
分
布
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

檀
頭
は
、
横
沢
村
名
主
野
口
家
の
ほ
か
、
伊
奈
村
で
寛
政
期
ま
で
名
主
を
務
め
て
い
た
石
川

家
と
伊
奈
村
で
組
頭
で
あ
っ
た
大
福
家
・
河
野
家
、
神
職
の
宮
沢
家
と
三
内
家
の
合
計
六
家

で
六
人
衆
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
（
19
）
。
石
川
家
は
寛
政
期
ま
で
代
々
伊
奈
村
で
名
主
を
勤

図 2 F25‐35‐③（明治十三年カ　長福寺絵図）
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め
て
い
た
が
、
寛
政
期
に
村
政
に
変
動
が
あ
り
、
二
十
軒
の
組
頭
層
に
よ
る
年
番
制
へ
変
化
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
河
野
家
と
大

福
家
は
伊
奈
村
の
組
頭
を
勤
め
て
い
た
が
、
大
福
家
は
こ
の
村
政
の
変
動
の
後
、
名
主
に
就
任
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
（
20
）
。
宮
沢
家

は
伊
奈
村
岩
走
神
社
の
神
職
で
、
三
内
家
も
三
内
村
三
宮
三
内
明
神
社
の
神
職
で
あ
っ
た
（
21
）
。
大
悲
願
寺
は
檀
家
数
百
軒
程
度
で

あ
る
が
、
周
辺
村
落
の
有
力
者
を
檀
頭
と
し
て
い
た
。

大
悲
願
寺
は
末
寺
・
門
徒
合
わ
せ
て
三
二
ヵ
寺
を
抱
え
て
い
た
。
配
下
の
寺
院
は
、
ほ
ぼ
小
宮
領
の
範
囲
内
に
大
悲
願
寺
を
中

心
に
し
て
分
布
し
て
い
た
。
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
に
大
悲
願
寺
住
持
と
な
っ
た
如
環
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
過
去
帳
の
記

事
な
ど
か
ら
末
寺
・
門
徒
の
由
緒
を
表
七
に
ま
と
め
た
。
残
念
な
が
ら
こ
れ
ら
は
由
緒
で
あ
り
、
ど
こ
ま
で
事
実
を
反
映
し
て
い

る
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
在
地
の
有
力
者
の
帰
依
を
請
け
、
大
悲
願
寺
住
持
の
隠
居
所
や
弟
子
の
止
住
す
る
寺
院
と
し
て
門
末
を

増
や
し
て
い
っ
た
と
い
う
傾
向
を
推
測
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

大
悲
願
寺
文
書
の
な
か
で
門
末
の
全
容
を
一
次
史
料
で
確
認
出
来
る
の
は
、
門
末
の
定
め
書
き
が
記
さ
れ
た
延
宝
四
年
（
一
六

七
六
）
の
「
覚
」
で
あ
る
（
22
）
。
そ
こ
で
は
又
門
徒
四
ヵ
寺
を
除
い
た
二
八
ヵ
寺
を
確
認
出
来
る
。
川
口
村
正
福
寺
の
み
無
住
と
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
無
住
な
ど
の
様
子
に
つ
い
て
は
表
八
を
参
照
さ
れ
た
い
。

元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
に
円
福
寺
が
末
寺
に
昇
格
し
、
そ
の
後
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
に
は
高
尾
村
大
光
寺
・
川
口
村

大
仙
寺
・
伊
奈
村
成
就
院
・
熊
川
村
真
福
寺
・
檜
原
村
宝
蔵
寺
が
、
翌
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
は
戸
倉
村
西
蓮
寺
が
末
寺
へ

昇
格
し
て
い
る
。
さ
ら
に
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
に
は
正
福
寺
が
末
寺
へ
昇
格
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
門
徒
寺
院
か
ら
末
寺

へ
の
昇
格
す
る
た
め
に
は
報
謝
金
を
本
寺
へ
支
払
う
必
要
が
あ
り
、
大
悲
願
寺
の
場
合
は
天
明
期
の
事
例
で
は
三
十
両
で
あ
っ

た
（
23
）
。
大
悲
願
寺
末
寺
の
間
に
は
、
末
寺
の
新
旧
の
差
と
朱
印
地
所
持
の
有
無
に
よ
っ
て
序
列
が
あ
り
、
法
要
な
ど
の
座
順
に
反

映
さ
れ
て
い
た
。
古
末
寺
は
年
番
で
年
預
と
い
う
本
寺
の
補
佐
役
を
つ
と
め
て
い
た
（
24
）
。
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表
八
を
み
る
と
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
か
ら
門
徒
寺
院
で
無
住
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
は
半

数
以
上
が
無
住
に
な
り
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
に
は
、
門
徒
寺
院
の
ほ
と
ん
ど
が
無
住
と
な
っ
て
い
る
。

大
悲
願
寺
は
、
新
義
僧
侶
の
修
学
の
場
で
あ
る
田
舎
談
林
で
も
あ
っ
た
。
先
に
も
述
べ
た
が
新
義
真
言
宗
で
は
住
持
の
資
格
を

得
る
た
め
に
は
、
本
山
で
三
年
間
の
報
恩
講
論
議
へ
出
席
と
田
舎
談
林
で
報
恩
講
論
議
出
席
と
を
合
わ
せ
二
十
年
の
修
学
が
必
要

と
さ
れ
て
い
た
。
田
舎
談
林
は
こ
う
し
た
僧
侶
の
学
問
修
行
の
証
明
も
行
っ
て
い
た
。
大
悲
願
寺
が
田
舎
談
林
と
な
っ
た
の
は
、

天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
の
こ
と
で
、
徳
川
家
康
よ
り
朱
印
状
を
授
か
り
、
そ
れ
よ
り
常
会
の
法
談
を
勤
め
、
武
運
長
久
の
祈

祷
を
行
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
（
25
）
。
大
悲
願
寺
の
会
下
（
田
舎
談
林
の
配
下
寺
院
）
は
、
大
悲
願
寺
門
末
以
外
に
、
隣
村
大
久

野
村
に
あ
っ
た
田
舎
本
寺
で
あ
る
西
福
寺
と
そ
の
門
末
十
一
ヵ
寺
、
細
尾
光
明
院
・
福
昌
寺
・
多
門
院
・
西
光
寺
・
金
蔵
寺
・
日

輪
寺
・
大
智
寺
・
常
福
寺
・
ス
ガ
尾
仙
蔵
院
・
草
花
花
蔵
院
・
福
生
法
蔵
院
が
あ
っ
た
。
西
福
寺
門
末
寺
院
に
は
、
小
谷
村
東
光

寺
と
薬
王
寺
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
成
木
安
楽
寺
会
下
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
26
）
。

大
悲
願
寺
に
は
、
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
か
ら
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
い
た
る
ま
で
の
報
恩
講
結
衆
帳
五
冊
（
報

恩
講
出
席
者
名
簿
）
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
よ
り
出
席
者
の
推
移
を
表
九
に
ま
と
め
た
（
27
）
。
談
林
の
活
動
状
況
を
窺
っ
て
み
る

と
、
報
恩
講
に
参
加
す
る
僧
侶
は
安
永
期
頃
よ
り
減
少
し
、
寛
政
期
に
は
二
十
名
以
下
と
な
り
、
寛
政
末
期
か
ら
享
和
期
に
は
さ

ら
に
減
少
し
十
名
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
人
数
が
足
り
な
い
た
め
報
恩
講
を
行
う
こ
と
が
出
来
ず
法
楽
だ
け
の
年
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
大
悲
願
寺
会
下
の
僧
侶
が
減
少
し
て
い
る
状
況
を
窺
え
る
。
こ
れ
は
弟
子
や
新
加
（
初
め
て
論
儀

に
く
わ
わ
る
も
の
）
人
数
が
、
安
永
期
頃
よ
り
減
少
し
、
大
悲
願
寺
会
下
で
の
僧
侶
再
生
産
が
滞
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
表

三
と
表
四
よ
り
大
悲
願
寺
門
末
と
西
福
寺
門
末
も
含
め
て
僧
侶
の
減
少
を
確
認
出
来
る
の
で
あ
る
。

表
八
に
は
、
大
悲
願
寺
門
末
の
檀
家
数
も
記
し
て
お
い
た
。
時
期
に
よ
っ
て
変
動
が
み
ら
れ
、
不
明
の
寺
院
も
あ
る
が
、
五
十
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軒
程
度
が
三
ヵ
寺
で
、
二
十
軒
前
後
の
寺
院
が
も
っ
と
も
多
く
、
中
に
は
全
く
檀
家
を
持
た
な
い
寺
院
も
み
ら
れ
る
。

小
　
括

大
悲
願
寺
の
よ
う
な
田
舎
本
寺
が
武
蔵
国
に
は
多
く
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
発
展
を
し
て
い
た
。
大
悲
願
寺
は
末
寺
や
門

徒
を
あ
わ
せ
て
三
十
二
ヵ
寺
ほ
ど
抱
え
て
い
た
が
、
宝
暦
の
頃
か
ら
配
下
の
門
徒
に
無
住
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
天
保
期
以
降

に
は
門
徒
の
多
く
が
無
住
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
僧
侶
の
減
少
は
報
恩
講
出
仕
者
の
動
向
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
原

因
の
一
つ
に
各
寺
院
の
経
営
が
関
係
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
別
の
機
会
に
紹
介
し
た
い
が
、
例
え
ば
大
悲
願
寺
の

文
政
十
一
年
の
収
入
は
三
百
両
程
度
あ
り
、
末
寺
大
行
寺
や
真
福
寺
の
天
保
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
の
収
入
は
年
間
十
両
か
ら
二

十
両
程
度
で
あ
っ
た
。
対
し
て
門
徒
寺
院
は
、
長
福
寺
で
一
分
二
朱
と
一
貫
三
百
文
や
東
海
寺
二
年
間
で
四
両
程
度
と
な
っ
て
い

た
（
28
）
。
ま
た
、
僧
侶
の
本
山
修
行
の
費
用
は
年
間
七
、
八
両
か
か
っ
て
い
た
よ
う
で
檀
家
の
少
な
い
小
規
模
な
寺
院
で
は
僧
侶
の

再
生
産
は
お
ぼ
つ
か
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
29
）
。

三
　
大
悲
願
寺
門
末
の
僧
侶

本
寺
大
悲
願
寺
住
職

大
悲
願
寺
の
歴
代
住
職
に
つ
い
て
は
前
記
の
河
野
朝
子
氏
が
「
大
悲
願
寺
歴
代
住
職
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
内
容
を
表
十
に
ま
と
め
た
。

中
世
よ
り
近
世
初
期
で
は
、
上
総
出
生
の
十
一
世
源
尊
・
十
二
世
源
鏡
・
江
州
出
身
の
十
九
世
養
遍
な
ど
の
よ
う
に
地
元
以
外
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を
出
生
地
と
し
て
い
る
も
の
や
、
後
北
条
氏
に
従
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
馬
場
氏
生
の
十
世
有
雅
や
由
木
氏
生
の
十
三
世
海
譽
・
伊

奈
村
名
主
で
あ
る
石
川
氏
生
の
十
四
世
源
譽
・
伊
達
輝
宗
息
と
さ
れ
る
十
五
世
秀
譽
の
よ
う
に
在
地
土
豪
や
大
名
の
縁
者
が
住
職

と
な
っ
て
い
る
例
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
高
麗
郡
生
・
隣
村
大
久
野
村
生
・
都
筑
郡
生
な
ど
が
み
え
、
元
禄
期
か
ら
近
村
出

身
者
が
増
え
、
明
治
後
期
か
ら
世
襲
化
し
て
い
る
。
大
悲
願
寺
住
職
の
弟
子
で
あ
っ
た
も
の
が
、
末
寺
な
ど
か
ら
就
任
す
る
十
八

世
・
二
十
四
世
・
二
十
五
世
な
ど
の
事
例
も
み
ら
れ
る
が
、
必
ず
し
も
大
悲
願
寺
門
末
出
身
の
僧
侶
や
大
悲
願
寺
住
職
の
弟
子
が

住
持
に
な
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

傾
向
を
整
理
す
る
と
戦
国
期
か
ら
近
世
初
頭
に
は
在
地
有
力
者
の
縁
者
が
入
寺
し
、
そ
の
後
、
師
弟
間
の
相
続
が
あ
り
な
が
ら
、

他
の
門
末
か
ら
の
就
任
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
と
な
ろ
う
。

大
悲
願
寺
門
末
の
僧
侶

寛
政
元
年
の
僧
侶
人
別
帳
よ
り
表
十
一
を
作
成
し
た
。
門
末
僧
侶
の
約
九
割
が
地
元
周
辺
出
身
者
と
な
っ
て
い
る
。
本
寺
大
悲

願
寺
と
末
寺
の
大
行
寺
・
真
照
寺
・
円
福
寺
・
成
就
院
に
は
弟
子
を
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
成
就
院
の
弟
子
は
道
心
者
と
記
さ

れ
、
正
規
の
僧
侶
で
は
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
十
ヵ
寺
以
上
が
無
住
で
、
さ
ら
に
十
九
ヵ
寺
の
う
ち
三
ヵ
寺
が
留
守
居
道
心
者
で

一
ヵ
寺
が
隠
居
と
な
っ
て
い
る
。

大
悲
願
寺
に
は
門
末
へ
僧
侶
が
入
寺
す
る
際
に
提
出
し
た
証
文
類
を
写
し
取
っ
た
帳
簿
が
残
さ
れ
て
い
る
（
30
）
。
こ
れ
ら
は
住
職

移
転
時
の
請
書
や
「
人
体
起
立
書
」（
履
歴
書
の
よ
う
な
も
の
）
を
集
め
た
帳
簿
で
あ
る
。
請
書
は
延
べ
八
十
四
点
あ
り
、
六
十

一
名
の
僧
侶
の
も
の
で
あ
る
。「
人
体
起
立
書
」
は
四
十
一
名
分
あ
り
、
表
十
二
に
ま
と
め
た
。
大
悲
願
寺
門
末
に
入
寺
し
た
僧

侶
す
べ
て
の
デ
ー
タ
で
は
な
い
が
門
末
僧
侶
の
傾
向
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
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得
度
の
年
齢
は
、
十
才
未
満
が
十
四
名
、
十
五
才
未
満
が
十
五
名
、
そ
れ
以
上
が
五
名
と
な
っ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
者
が
十

代
で
出
家
し
て
い
る
。
当
時
の
新
義
真
言
宗
で
は
、
法

（
出
家
し
て
か
ら
の
年
数
）
を
最
低
二
十
年
経
て
い
る
こ
と
が
住
持
資

格
を
得
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
若
年
で
出
家
し
た
方
が
出
世
に
は
有
利
で
あ
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

出
身
地
を
み
る
と
多
摩
郡
出
身
は
十
七
名
と
最
も
多
く
、
入
間
郡
・
下
総
・
越
後
・
江
戸
出
身
が
三
名
、
葛
飾
郡
・
信
濃
・
陸

奥
・
相
模
が
二
名
、
近
江
・
紀
伊
・
尾
張
・
讃
岐
・
加
賀
が
一
名
と
な
っ
て
い
る
。
半
数
以
上
が
他
地
域
の
出
身
で
、
越
後
な
ど

の
遠
方
出
身
者
が
十
名
程
度
で
あ
る
。
村
方
出
身
者
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
武
家
の
出
身
や
町
方
出
身
も
若
干
み
ら
れ
る
。
門
末
寺

院
の
存
在
す
る
村
か
ら
の
出
家
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
大
悲
願
寺
門
末
寺
院
で
出
家
し
て
い
る
者
は
十
九
名
と
約
半
数
と

な
っ
て
い
る
。
表
に
は
反
映
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
ほ
か
の
史
料
に
大
悲
願
寺
門
末
で
出
家
し
住
持
と
な
っ
た
者
を
確
認
出
来

る
た
め
、
実
際
は
も
う
少
し
多
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
約
九
割
が
地
元
出
身
者
で
あ
っ
た
寛
政
期
と
比
べ
半
数
程
度
と
減
少

し
て
い
る
。

得
度
や
加
行
、
灌
頂
に
つ
い
て
み
る
と
大
悲
願
寺
や
門
末
で
済
ま
せ
て
い
る
者
の
割
合
が
比
較
的
多
い
が
、
そ
れ
で
も
他
所
で

修
行
を
行
っ
た
者
も
多
く
見
ら
れ
る
。
灌
頂
は
、
数
名
が
越
後
国
や
千
葉
で
受
け
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
近
隣
で
あ
る
。
し
か

し
大
悲
願
寺
門
末
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
新
加
は
談
林
に
初
参
加
し
た
こ
と
を
示
す
が
、
こ
れ
も
大
悲
願
寺
で
済
ま
せ
た
も
の

は
十
名
程
度
で
あ
る
。
門
末
を
構
成
す
る
僧
侶
の
過
半
数
が
他
所
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
、
大
悲
願
寺
門
末
に
関
し

て
は
広
く
僧
侶
が
流
入
し
て
い
た
と
い
え
る
。

修
学
地
は
小
池
房
が
ほ
と
ん
ど
で
智
山
は
二
名
、
高
野
山
が
一
名
だ
け
で
あ
る
。
大
悲
願
寺
は
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
に

入
寺
し
た
十
八
世
信
盛
か
ら
す
べ
て
小
池
坊
出
身
で
あ
る
こ
と
と
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
（
31
）
。

前
述
の
帳
簿
か
ら
転
住
事
例
を
表
十
三
に
ま
と
め
た
。
残
念
な
が
ら
他
の
門
末
か
ら
の
転
入
や
転
出
が
分
か
る
事
例
は
少
な
か
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っ
た
た
め
、
全
体
の
傾
向
は
示
せ
な
い
が
大
悲
願
寺
門
末
内
で
の
転
住
の
様
子
は
あ
る
程
度
窺
え
る
。
新
義
真
言
宗
の
僧
は
、
師

匠
の
元
で
修
行
を
つ
み
、
ま
ず
空
い
て
い
る
末
寺
か
門
徒
寺
院
へ
看
住
と
し
て
入
寺
し
、
住
持
の
資
格
を
得
て
、
そ
の
ま
ま
住
職

と
な
る
か
格
上
の
寺
院
へ
転
住
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
（
32
）
。
こ
の
表
か
ら
も
十
代
、
二
十
代
で
看
住
と
し
て
入
寺
し
、
門
末
内
を

転
住
し
て
い
る
事
例
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
天
保
七
年
に
安
養
寺
へ
入
寺
し
た
観
月
房
明
連
や
天
保
十
五
年
に
円
福
寺
へ
入
寺
し

た
智
応
房
恵
元
な
ど
で
あ
る
。
先
に
見
た
表
八
で
は
文
化
期
に
は
ほ
と
ん
ど
の
門
徒
寺
院
は
無
住
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
門
徒
東
海

寺
へ
の
文
化
四
年
・
文
化
六
年
・
文
化
十
五
年
・
文
政
七
年
・
天
保
五
年
と
い
っ
た
入
寺
の
例
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
は

短
期
間
に
住
持
が
交
替
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

小
　
括

大
悲
願
寺
門
末
に
つ
い
て
見
た
場
合
、
そ
こ
へ
止
住
し
た
僧
侶
は
門
末
内
で
再
生
産
さ
れ
た
僧
侶
と
は
限
ら
な
か
っ
た
と
い
え

る
。
修
行
な
ど
の
場
所
も
大
悲
願
寺
門
末
に
限
ら
な
い
広
い
範
囲
を
確
認
し
た
。
特
に
門
徒
寺
院
で
は
頻
繁
に
僧
侶
の
移
動
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
門
末
内
に
限
ら
な
い
僧
侶
の
移
転
は
、
住
職
人
事
に
対
し
本
寺
以
外
の
関
与
を
想
定
で
き
よ
う
。

そ
し
て
そ
の
こ
と
か
ら
本
寺
の
末
寺
へ
対
す
る
権
限
の
限
界
な
ど
も
想
起
さ
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
門
徒
東
海
寺
の
よ
う
に
頻
繁
に

僧
侶
が
移
転
す
る
場
合
の
檀
家
や
村
と
の
関
係
な
ど
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
具
体
例
の
紹
介
は
別

の
機
会
に
行
い
た
い
。
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お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
大
悲
願
寺
門
末
を
分
析
し
て
ゆ
く
に
あ
た
っ
て
の
基
礎
デ
ー
タ
の
紹
介
を
行
っ
た
。
①
少
な
く
と
も
近
世
後
期
に

は
大
悲
願
寺
門
末
の
門
徒
寺
院
の
多
く
は
無
住
で
あ
っ
た
こ
と
。
②
門
徒
寺
院
を
ふ
く
む
小
規
模
寺
院
は
転
住
す
る
僧
が
多
か
っ

た
で
あ
ろ
う
こ
と
。
そ
し
て
僧
侶
は
本
末
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
移
転
し
て
い
た
こ
と
。
③
大
悲
願
寺
門
末
寺
院
の
檀
家
数
は

二
十
以
下
の
も
の
が
多
く
み
ら
れ
、
小
宮
領
の
寺
院
の
平
均
に
近
か
っ
た
こ
と
。
④
小
宮
領
以
外
の
地
域
で
も
同
様
の
分
析
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
大
悲
願
寺
門
末
事
例
を
参
考
に
援
用
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
。
な
ど
を
指
摘
し
て
お
く
。
個
々
の
具
体
的

事
例
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
報
告
を
行
い
た
い
。

注
（
1
）
『
大
悲
願
寺
日
記
（
上
）』（
五
日
市
郷
土
館
、
一
九
九
三
）、『
大
悲
願
寺
日
記
（
下
）』（
五
日
市
郷
土
館
、
一
九
九
四
）。

（
2
）

櫛
田
良
洪
『
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』（
山
喜
房
、
一
九
六
三
）
同
『
続
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』（
同
、
一
九
七
八
）。

（
3
）
『
智
積
院
史
』（
弘
法
大
師
御
遠
忌
事
務
局
、
一
九
三
四
）。

（
4
）
『
護
国
寺
史
』（
護
国
寺
、
一
九
八
八
）『
長
谷
寺
略
史
』（
総
本
山
長
谷
寺
、
一
九
九
三
）。

（
5
）

宇
高
良
哲
『
近
世
関
東
仏
教
教
団
史
の
研
究
』（
文
化
書
院
、
一
九
九
九
）。

（
6
）

村
田
安
穂
「
関
東
に
お
け
る
各
宗
派
の
動
向
」（『
歴
史
公
論
』
一
一
一
、
一
九
八
五
）、
坂
本
正
仁
「
中
世
後
期
以
降
の
東
国
の

真
言
宗
」（『
地
方
史
研
究
』
四
四
（
四
）、
一
九
九
四
）、
伊
東
多
三
郎
「
郡
村
誌
を
利
用
せ
る
廃
仏
史
料
統
計
」（『
近
世
仏
教
』
二

（
一
）、
一
九
六
一
）、
青
山
孝
慈
「
江
戸
時
代
の
相
州
の
寺
、
そ
の
数
量
的
側
面
―
高
座
郡
場
合
―
」（『
藤
沢
市
史
研
究
』
一
二
）、

同
「
江
戸
時
代
相
州
の
寺
院
」（『
神
奈
川
県
史
研
究
』
三
九
・
四
〇
）、
同
「
江
戸
時
代
の
武
藏
の
寺
院
「
新
編
武
藏
風
土
記
稿
」

に
よ
る
数
的
側
面
」
一
、
二
、
三
（『
三
浦
古
文
化
』
三
三
、
三
五
、
三
六
）。
青
山
氏
の
研
究
は
未
完
ら
し
い
。
坂
本
正
仁
「
中
世

関
東
に
お
け
る
真
言
宗
教
団
の
展
開
―
常
陸
・
北
下
総
の
実
勝
方
の
場
合
―
」（『
日
本
仏
教
史
学
』
二
〇
）
で
は
新
義
真
言
宗
の
多
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さ
を
中
世
に
さ
か
の
ぼ
り
法
流
伝
播
の
側
面
か
ら
検
討
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）

朴
沢
直
秀
『
幕
藩
権
力
と
寺
檀
制
度
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
）
の
第
Ⅰ
部
や
第
Ⅱ
部
二
章
、
三
章
や
「
在
地
社
会
の
僧
侶

集
団
」（『
寺
社
を
さ
さ
え
る
人
び
と
身
分
的
周
縁
と
近
世
社
会
6
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
）。
朴
沢
氏
は
田
舎
本
寺
を
頂
点
と

し
た
球
団
組
織
を
「
田
舎
本
寺
と
そ
の
住
職
と
を
頂
点
と
し
た
、
個
々
の
寺
院
本
末
組
織
と
そ
れ
に
対
応
す
る
僧
侶
集
団
と
を
一
括

り
に
し
」
た
「
地
方
教
団
組
織
」
と
定
義
さ
れ
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
朴
沢
氏
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
、「
①
寺
院
本
末
組
織
と
し
て
は
、

原
則
と
し
て
田
舎
本
寺
を
頂
点
と
し
、
法
流
相
続
（
末
寺
の
場
合
）
や
、
少
な
く
と
も
本
末
帳
記
載
に
よ
っ
て
固
定
化
さ
れ
た
寺
院

の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
で
あ
る
。
②
僧
侶
集
団
と
し
て
は
、
（1）
そ
の
寺
院
本
末
組
織
に
属
す
る
寺
院
の
住
職
や
弟
子
な
ど
の
集
団
で
あ
る
。

（2）
個
々
の
僧
侶
が
、
教
相
本
寺
で
あ
る
智
山
・
豊
山
へ
の
留
学
や
、
四
箇
寺
を
通
じ
て
申
請
す
る
色
衣
な
ど
に
よ
り
身
分
を
保
証
さ

れ
つ
つ
、
本
寺
住
職
の
統
制
を
受
け
る
。
（3）
事
例
に
よ
っ
て
は
成
員
が
同
一
寺
院
本
末
組
織
内
で
の
み
止
住
・
転
住
を
行
う
こ
と
を

原
則
と
し
、
少
な
く
と
も
、
新
義
真
言
宗
教
団
に
属
す
る
僧
侶
で
な
け
れ
ば
新
義
真
言
宗
の
本
末
組
織
に
編
成
さ
れ
た
寺
院
の
住
職

に
は
な
れ
な
い
、
と
い
う
新
義
真
言
宗
全
体
で
の
閉
鎖
性
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
集
団
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。

（
8
）
『
近
世
高
尾
山
史
の
研
究
』（
名
著
出
版
社
、
一
九
九
八
）。

（
9
）

澤
博
勝
『
近
世
の
宗
教
組
織
と
地
域
社
会
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
）、
同
『
近
世
宗
教
社
会
論
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇

八
）、
朴
沢
直
秀
『
幕
藩
権
力
と
寺
檀
制
度
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
）
な
ど
は
地
域
社
会
と
宗
教
史
の
接
合
を
目
指
し
た
研
究

で
あ
る
。
澤
氏
は
、
宗
教
的
要
素
を
中
心
と
し
た
社
会
関
係
に
注
目
し
、
地
域
と
宗
教
の
関
係
を
分
析
し
、
新
た
な
地
域
社
会
像
・

宗
教
史
の
構
築
を
目
指
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
朴
沢
氏
は
、
檀
家
組
織
と
地
方
教
団
組
織
の
実
態
を
合
わ
せ
て
分
析
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
地
域
社
会
の
宗
教
を
め
ぐ
る
社
会
構
造
と
そ
の
地
域
の
寺
院
社
会
の
構
造
を
そ
れ
ぞ
れ
分
析
し
、

総
合
的
な
社
会
像
を
描
く
こ
と
が
指
向
さ
れ
て
い
る

（
10
）

村
の
堂
を
め
ぐ
る
寺
院
と
村
落
の
関
係
を
示
し
た
今
堀
太
逸
氏
の
「
村
落
寺
院
の
諸
相
―
近
世
村
落
に
お
け
る
宗
教
と
政
治
―
」

（『
仏
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
「
宗
教
と
政
治
」』
一
九
九
八
）。
斉
藤
悦
正
氏
の
「
近
世
村
社
会
の
『
公
』
と
寺
院
」（『
歴
史

評
論
』
五
八
七
、
一
九
九
九
）
や
「
村
の
記
録
に
み
る
寺
院
と
村
社
会
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
四
六
、
二
〇

〇
一
）
な
ど
の
諸
研
究
は
村
落
内
で
は
た
し
た
寺
院
の
役
割
を
述
べ
、
寺
院
経
営
に
果
た
し
た
村
の
役
割
を
論
じ
ら
れ
る
。
宗
派
や

寺
院
の
位
置
づ
け
が
よ
く
分
か
ら
な
い
た
め
事
例
の
評
価
が
難
し
い
と
思
う
。
仏
教
史
研
究
の
立
場
か
ら
村
の
中
の
寺
院
に
つ
い
て

の
イ
メ
ー
ジ
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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（
11
）

前
掲
、
櫛
田
良
洪
『
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』（
一
〇
六
四
―
一
〇
六
八
頁
）
寛
政
十
年
に
脇
坂
淡
路
守
か
ら
役
寺
へ
な
さ

れ
た
質
問
の
回
答
に
所
在
の
寺
院
（
住
持
な
い
し
弟
子
と
し
て
入
る
寺
院
）
と
談
林
の
結
衆
帳
へ
記
載
さ
れ
る
こ
と
（
田
舎
談
林
の

配
下
に
加
わ
る
）
が
無
け
れ
ば
風
来
僧
と
さ
れ
一
派
の
支
配
か
ら
外
さ
れ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
遊
学
、
巡
礼
、
隠
居
な

ど
許
可
を
得
て
い
る
場
合
は
例
外
と
さ
れ
た
。

（
12
）

坂
本
氏
は
『
長
谷
寺
略
史
』（
一
五
六
頁
）
で
、「
東
国
に
は
同
一
の
教
学
を
共
有
す
る
教
団
が
存
在
し
た
と
も
い
え
る
」「
法
流

本
末
関
係
は
法
流
本
寺
と
締
結
し
な
が
ら
も
、
寺
僧
の
教
相
修
学
で
は
新
義
教
学
の
中
心
根
来
寺
を
教
相
本
寺
と
仰
ぐ
」、「
支
配
者

か
ら
見
れ
ば
、
東
国
の
状
況
は
一
個
の
教
団
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
」
る
と
の
分
析
を
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）
『
大
日
本
地
誌
体
系
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
五
』（
雄
山
閣
、
一
九
二
九
）
同
六
（
雄
山
閣
、
九
三
〇
）『
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
』

の
記
述
は
文
政
期
の
も
の
で
あ
る
。
記
載
内
容
は
地
域
に
よ
っ
て
若
干
相
違
が
あ
る
。
小
宮
領
の
寺
院
は
寺
領
に
つ
い
て
記
載
が
あ

る
が
記
さ
れ
て
い
な
い
地
域
も
あ
る
。

（
14
）

清
水
恵
美
子
「
近
世
初
頭
、
秋
川
流
域
に
お
け
る
村
落
構
造
の
一
考
察
」（『
法
政
史
学
』
38
、
一
九
八
六
）
で
は
、
上
流
部
の
山

地
（
檜
原
村
、
乙
津
村
、
戸
倉
村
、
大
久
野
村
な
ど
）
は
山
仕
事
や
炭
焼
き
中
心
で
農
業
が
副
業
で
、
川
が
山
地
か
ら
平
地
へ
と
出

る
渓
口
地
方
（
五
日
市
村
や
平
井
川
渓
口
の
平
井
村
な
ど
）
は
山
方
と
里
方
の
交
流
場
と
な
り
、
秋
留
大
地
上
の
下
流
部
（
山
田
村
、

伊
奈
村
、
平
井
村
、
二
宮
村
、
雨
間
村
な
ど
）
の
里
方
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）

圭
室
文
雄
『
葬
式
と
檀
家
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
）。

（
16
）

村
田
安
穂
「
関
東
に
お
け
る
各
宗
派
の
動
向
」（『
歴
史
公
論
』
一
一
一
、
一
九
八
五
）、
坂
本
正
仁
「
中
世
後
期
以
降
の
東
国
の

真
言
宗
」（『
地
方
史
研
究
』
四
四
（
四
）、
一
九
九
四
）、
櫛
田
良
洪
「
武
蔵
西
多
摩
渓
谷
に
お
け
る
臨
済
禅
の
発
展
―
檜
原
村
を
中

心
と
し
て
―
」（『
仏
教
と
民
俗
』
一
、
一
九
五
六
）。

（
17
）
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
十
三
巻
東
京
都
の
地
名
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
）。
小
田
原
藩
領
と
な
っ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
大
悲

願
寺
文
書
Ｂ
48
「
地
頭
表
記
録
」
で
は
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
か
ら
と
さ
れ
、「
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
」
に
は
安
永
三
年
（
一

七
七
四
）
か
ら
と
記
さ
れ
て
い
る
。
横
沢
村
の
記
録
が
な
い
た
め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

（
18
）

享
保
十
六
年
七
月
、「
檀
家
記
録
」
大
悲
願
寺
文
書
Ⅰ
‐
3
‐
2
。
以
下
文
書
ナ
ン
バ
ー
の
み
記
す
。

（
19
）

宮
田
満
「
近
世
の
村
の
寺
の
役
割
に
つ
い
て
」（『
西
垣
晴
次
先
生
退
官
記
念
宗
教
史
・
地
方
史
論
纂
』
刀
水
書
房
、
一
九
九
四
）。

（
20
）
『
石
川
家
文
書
目
録
』（
五
日
市
郷
土
館
、
一
九
八
七
）
の
解
説
に
よ
る
。
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（
21
）
『
大
福
家
文
書
目
録
』（
あ
き
る
野
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
七
）
の
解
題
に
よ
る
。

（
22
）

Ｆ
1
‐
3
。

（
23
）

Ｆ
1
‐
19
「
新
末
願
一
件
」
な
ど
。
こ
う
し
た
門
徒
か
ら
末
寺
昇
格
事
例
に
つ
い
て
は
、
櫛
田
良
洪
氏
が
『
真
言
密
教
成
立
過
程

の
研
究
』
で
本
末
帳
か
ら
デ
ー
タ
を
集
計
さ
れ
、
関
東
で
多
く
確
認
出
来
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宇
高
良
哲
氏
は
『
埼
玉
県
史

通
史
編
四
　
近
世
二
』（
埼
玉
県
一
九
八
九
）
で
門
末
秩
序
や
寺
格
向
上
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
、
吉
岡
孝
氏
も
「
近
世
寺
院
に
お

け
る
門
末
秩
序
と
地
域
の
論
理
」（『
近
世
高
尾
山
史
の
研
究
』
村
上
直
編
、
名
著
出
版
、
一
九
九
八
）
門
末
秩
序
の
編
成
と
し
て
論

じ
ら
れ
て
い
る
。

（
24
）

大
悲
願
寺
の
門
末
内
の
法
度
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
以
下
の
四
点
を
確
認
で
き
る
。
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
Ｆ
1
‐
3
、
元

禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
Ｆ
1
‐
5
、
宝
暦
頃
の
Ｊ
36
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
Ｂ
25
②
。
法
要
の
際
の
座
順
や
本
寺
へ
奉
仕
す

べ
き
事
柄
な
ど
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
天
明
二
年
の
金
色
山
条
目
は
同
年
に
末
寺
が
一
挙
に
増
加
し
た
た
め
か
特
に
詳
細
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

（
25
）

Ｂ
‐
35
、
寛
延
四
年
七
月
に
提
出
さ
れ
た
吉
宗
の
死
去
に
伴
う
寛
永
寺
へ
納
経
拝
礼
を
願
う
寺
社
奉
行
宛
の
願
書
写
の
中
に
見
ら

れ
る
由
緒
。

（
26
）

大
悲
願
寺
の
報
恩
講
会
下
寺
院
を
書
き
上
げ
た
史
料
は
見
あ
た
ら
な
い
。
Ｅ
1
‐
2
の
宝
暦
五
年
に
西
福
寺
住
持
が
勝
手
に
法
談

を
行
っ
た
こ
と
に
対
す
る
大
悲
願
寺
の
訴
書
に
よ
っ
た
。

（
27
）

Ｇ
2
‐
①
、
Ｇ
2
‐
②
、
Ｇ
5
、
Ｇ
11
、
Ｇ
14
。

（
28
）

Ｌ
4
‐
4
、
大
悲
願
寺
の
家
計
簿
。
Ｆ
3
‐
60
大
行
寺
の
金
銭
出
入
帳
。
Ｆ
2
‐
68
真
福
寺
の
金
銭
出
入
帳
。
Ｆ
25
‐
20
長
福
寺

の
文
政
十
二
年
小
作
収
帳
簿
。
Ｆ
5
‐
20
東
海
寺
の
慶
応
三
年
金
銭
出
入
帳
簿
な
ど
。
ほ
か
に
も
大
悲
願
寺
文
書
に
末
寺
や
門
徒
の

金
銭
出
入
帳
簿
が
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
る
。

（
29
）

天
保
十
二
年
大
行
寺
住
持
が
初
瀬
へ
登
っ
た
際
の
費
用
が
大
悲
願
寺
の
天
保
十
二
年
金
銭
出
入
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
（
Ｌ
4
‐

5
）。
ま
た
、
他
の
門
末
事
例
だ
が
、
八
潮
市
立
資
料
館
所
蔵
の
清
勝
院
文
書
510
に
年
欠
の
登
山
費
用
を
書
き
上
げ
た
史
料
が
あ
る
。

約
九
両
の
費
用
が
掛
か
っ
て
い
る
。

（
30
）
「
門
末
入
院
後
退
券
」（
寛
政
八
年
―
文
政
八
年
、
Ｆ
1
‐
23
）、「
門
末
入
院
交
代
券
」（
文
政
十
年
―
天
保
十
五
年
、
Ｆ
1
‐
34
）、

「
門
末
入
院
交
代
控
」（
弘
化
三
年
―
万
延
元
年
、
Ｆ
1
‐
45
）、「
門
末
入
院
交
代
控
」（
万
延
二
年
―
明
治
三
年
、
Ｆ
1
‐
50
）。
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（
31
）

十
八
世
信
盛
と
十
九
世
養
遍
の
師
は
十
七
世
済
養
だ
が
、
済
養
は
智
山
で
学
問
修
行
を
し
て
い
た
。
近
世
初
頭
の
小
池
坊
と
智
積

院
の
関
係
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
。

（
32
）

坂
本
正
仁
氏
は
「
近
世
の
出
家
―
新
義
真
言
宗
僧
定
山
房
祐
実
の
場
合
―
」（『
大
正
大
学
研
究
論
叢
』
六
、
一
九
九
八
）
で
近
世

僧
侶
が
出
家
し
僧
侶
と
な
る
過
程
な
ど
を
描
か
れ
て
い
る
。
看
住
と
は
櫛
田
良
洪
氏
の
『
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』
に
よ
れ
ば
、

新
義
真
言
宗
寺
院
の
住
職
に
は
談
林
修
学
二
十
年
（
う
ち
本
山
で
最
低
三
年
）
の
許
状
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
満
た
な
い
者

が
住
職
と
な
る
場
合
の
肩
書
き
と
さ
れ
る
。
寺
格
に
応
じ
た
色
衣
着
用
は
四
十
才
以
上
か
ら
と
の
規
定
も
あ
っ
た
が
必
ず
し
も
守
ら

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。



臨済宗 曹洞宗 新義真言宗 天台宗 時宗 修験
30石以上 01 01

～20石 02 01 02 02

～10石 07 03 02 02 02

～5石 10 04 11 02

～1石
9反以上 01

～5反 02 01 02

～1反 32 16 18 02 01

～5畝 12 05 07 02 01

～1畝 07 02 01

1畝未満 02

73

新義真言宗田舎本寺大悲願寺とその門末に関する基礎的研究（日暮　義晃）

朱印地石高
無し 1―5 6―10 11―20 21―30 31―40 41―50 50―

100― 01 02

071―100 01 01

61―70 01 01

51―60 02 02 01

41―50 01 02 04 01

31―40 01 02 03 03 01

21―30 01 04 10 03 01

11―20 05 07 06 03 02

01―10 26 04 05 02 01 01

無し 40 01 01 01

末
寺
・
門
徒
数

朱
印
地

除
　
　
地

表 1 武蔵国田舎本寺配下の末寺・門徒数と朱印地高

表 3 小宮領寺院開創時期

表 4 小宮領寺院の寺領

臨済宗 曹洞宗 新義真言宗 天台宗 時宗
古　代 02 01

1000―
1100― 01 01 02

1200― 04

1300― 08 02 01

1400― 15 01 02

1500― 14 10 05 01

1600― 04 10 02

1631― 05 04 01 01

1663― 04 02

寺領と言うことで、年貢地のものは除いた。
無年貢地とあるものは、除地と判断した。
臨済宗で除地1石と記されていたものは除いた。
坪数などで記載されたものは、1歩＝1坪で反畝歩へ改めた。
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2
0
1
1
）

高幡村 123 030 不動堂別当金剛寺 智積院末（新） 朱印地三十石、大宝年中（701―704）起立、中興義海建武
二年（1335）寂、寺宝平山季重太刀

程久保村 020 025 神明社別当正福寺 三沢医王寺末（新） 社地8畝、開山栄阿法印元禄年中（1688―1704）
平村 191 082 牛頭天王社別当寿福寺 高幡村金剛寺末（新） 社地朱印地7石5斗、元禄頃持徳寺
平山村 406 120 大福寺 由木村永林寺末（曹） 境内見捨地10間×20間、開基平山季重鎌倉期、中興天正

期
宗印寺 由木村永林寺末（曹） 除地5畝、開山一東天樹寛永12年（1635）寂、開基3代で寺

号を得る
徳善院 高幡村金剛寺末（新） 除地1反14歩

大谷村 170 042 龍谷寺 瀧山村少林寺（曹） 除地3畝、開山少林寺4世
報恩寺 宇津木村龍光寺門徒（新） 除地1反20歩、境内15坪、天正19年（1591）以前開山

石川村 530 120 御嶽社別当西蓮寺 宇津木村龍光寺末（新） 社朱印地7石、境内50坪、開山元周法印
宇津木村 290 052 龍光寺 醍醐無量寺末（新） 朱印地20石、境内1100坪、開山清雅法印応永3年寂

休全寺 龍光寺門徒（新） 近年焼失、未再建
粟之洲村 176 051 東福寺 高月村円通寺末（天） 除地42坪（境内地）
瀧山村 160 024 少林寺 下椚田村高乗寺末（曹） 朱印地25石、境内3万9百坪余、開基北条氏照、弘治元年

（1555）起立
平村 043 015 大蔵院 宇津木村龍光寺末（新） 除地凡3反内境内15坪、開山栄秀（名主3男）元和7年（1621）

父菩提のため建立
八日市村 （160） 054

左入村 210 034

中野村 077 086 喜福寺 宇津木村龍光寺末（新） 朱印地8石5斗、開山亮慶永享年中（1429―1441）寂
犬目村 131 093 安養寺 寺方村宝生寺末（新） 朱印地14石5斗、開山頼鎮栄和3年（1377）寂

深翁寺 瀧山村少林寺末（曹） 除地1畝10歩、開山少林寺4世寛永16年（1639）寂
戸吹村 102 057 桂福寺 川越連光寺末（曹） 朱印地9石5斗、開山昌誉

無量寺 高月村円通寺末（天） 朱印地7石1斗、開基浪人八木岡弾正天正期（1573―1592）
養福寺 高月村円通寺門徒（天） 除地1反8畝

川口村 853 170余 熊野権現社別当円福寺 横沢村大悲願寺末（新） 社朱印地9石7斗、境内3500坪、承久4年（1222）鎌倉右大
臣実朝菩提のため建立

村　　名 石　高 軒　数 寺　　　院 本　　　末 備　　　　　　考
表 2 小宮領の村落と寺院
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白山社別当長楽寺 寺方村宝生寺末（新） 社朱印地9石3斗、境内1890坪、開山明玄法印文治3年
（1187）寂

熊野権現社別当龍正寺 郡中下恩方心源院末（曹） 社朱印地11石5斗社除地2畝24歩、境内20坪、開山天永琳
達元和元年（1615）起立

鳥栖観音堂別当長福寺 寺方村宝生寺末（新） 堂朱印地8石6斗（境内110坪朱印地内）、中興頼永法印
慈眼寺 寺方村宝生寺末（新） 除地2反6畝3歩、中興長寿寛永10年（1633）寂
法蓮寺 藤沢清浄光寺末（時） 朱印地10石、開山遊行2世嘉元2年（1304）、甲州武田氏の

女が尼になり住す武田氏滅亡後寺領失う
三光院 高月村円通寺末（天） 朱印地16石（境内1500坪朱印内）、中興伝燈阿闍梨貞享3

年（1686）寂
大仙寺 大悲願寺末（新） 不動領8石6斗、境内1200坪、建暦2年（1212）建立か
一重院 大悲願寺末（新） 年貢地200坪、中古より屡々無住
吉祥院 小和田村広徳寺末（臨） 除地2反5畝、開山玉岫正保4年寂
寿福寺 小和田村広徳寺末（臨） 除地2反、開山刧林永公永禄5年（1562）寂
東岳院 戸倉村光巌寺末（臨） 除地8畝、開山天叟天正11年（1583）寂
如意輪寺 大悲願寺末（新） 除地1反1畝1歩、
東光寺 大悲願寺末（新） 年貢地境内12間×10間、いつの頃からか無住
正福寺 大悲願寺末（新） 除地6畝20歩、貞治3年（1364）起立
慶福庵 戸倉村光厳寺末（臨） 除地3畝21歩

宮下村 233 051 常福寺 瀧山村少林寺末（曹） 朱印地10石除地7畝2歩、開山大宝元和3年（1617）寂
西林寺 寺方村宝生寺末（新） 除地1反9畝15歩余

留所村 （149） 0（25） 宝印寺 高月村円通寺末（天） 朱印地5石、村内鎮守持、開基塚原次左衛門正保以前
本丹木村 315 022 蔵王権現社別当金蔵寺 高月村円通寺末（天） 朱印地25石（社地）
中丹木村 027 石高は本丹木村との合計
高月村 259 060 円通寺 東叡山末（天） 朱印地10石、開山讃海天暦年中（947―957）寂、中興尊泰

寛文年中（1661―1673）寂
大善院 高月村円通寺末（天） 除地6畝20歩、

瀧村 030 不動院 高月村円通寺末（天） 除地5畝3歩、高月村枝郷高月村石高内
小川村 430 093 法林寺 山田村広園寺末（臨） 朱印地25石、境内1200坪、開山円融康応元年（1389）寂

法清寺 身延山久遠寺末（日） 年貢地3反、
慈眼院 同村法林寺末（臨） 年貢地

村　　名 石　高 軒　数 寺　　　院 本　　　末 備　　　　　　考
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（
2
0
1
1
） 林泉寺 野辺村普門寺末（臨） 除地1反11歩

野辺村 182 0（52） 普門寺 鎌倉寿福寺末（臨） 朱印地10石、境内500坪、開山心源希徹応永10年（1403）
寂

二の宮村 954 120 玉泉寺 高月村円通寺末（天） 朱印地20石
光福寺 野辺村普門寺末（臨） 除地2反3畝、開山無染可浄西堂永享年中（1429―1441）寂

平沢村 361 047 広済寺 鎌倉建長寺末（臨） 除地6反5畝10歩、開山椿山元和3年（1617）寂、開基は当
村名主先祖の伝え

太梅院 当村広済寺末（臨） 除地2反3畝5歩
雨間村 399 （100） 西光寺 高月村円通寺末（天） 除地1反2畝8歩

地蔵院 野辺村普門寺末（臨） 朱印地10石、開山有泉享徳3年（1454）寂
常福寺 野辺村普門寺末（臨） 除地1石余、開山宗 寛永6年（1629）寂
大仙寺 野辺村普門寺末（臨） 境内年貢地

原小宮村 141 025

上草花村 360 105 大行寺 大悲願寺末（新） 朱印地13石、塔頭円能寺（堂社無し）
法泉寺 大悲願寺末（新） 年貢地あり、いつの頃からか無住大行寺が兼務
陽向寺 小和田村広徳寺末（臨） 朱印地5石
長泉寺 戸倉村光厳寺末（臨） 除地田1反1畝5歩畑4畝、

下草花村 115 慈勝寺 戸倉村光厳寺末（臨） 朱印地13石、開山貴山徳和大永元年（1521）寂、石高は上
草花村に含まれる

花蔵院 大久野村西福寺末（新） 朱印地5石
川崎村 （362） 129 宗禅寺 小和田村広徳寺末（臨） 境内年貢地1反24歩、開山玉岫正保4年（1647）寂
福生村 （936） 222 清岩院 小和田村広徳寺末（臨） 朱印地10石、開山心源応永10年（1403）寂

長徳寺 小和田村広徳寺末（臨） 除地9反境内除地、開山木山骨外寛正元年（1460）寂
宝蔵院 大久野村西福寺末（新） 除地2反5畝

菅生村 093 113 蔵守院 根ヶ布村天寧寺末（曹） 朱印地8石、開山本山6世九山聖重天正12年（1584）寂
泉蔵院 大久野村西福寺門徒（新） 無年貢地4反、
福泉寺 小和田村広徳寺末（臨） 除地4反8畝、
宝蔵寺 平井村宝光寺末（曹） 朱印地5石（観音堂料）、開山泰翁慶初寛永元年（1624）寂

瀬戸岡村 267 050 珠龍院 小和田村広徳寺末（臨） 朱印地10石、除地8畝境内除地、外8畝、開山桃英洞応永
33年（1426）寂

牛沼村 150 036 徳重院 鎌倉寿福寺末（臨） 除地田8畝畑3畝、開山梅窓芳西堂文正元年（1466）寂

村　　名 石　高 軒　数 寺　　　院 本　　　末 備　　　　　　考
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油平村 154 024 福泉寺 鎌倉寿福寺末（臨） 除地1反1畝13歩境内除地、開山徹堂薫西堂文禄元年
（1592）寂

上代継村 249 098 金松院 小和田村広徳寺末（臨） 朱印地8石4斗、開山後林永享2年（1430）寂、開基北条氏政
真城寺 戸倉村光厳寺末（臨） 朱印地7石2斗、開山復庵宗巳大光延文2年（1357）寂、開

基北条氏照
東海寺 大悲願寺末（臨） 除地1反1畝17歩、境内無年貢地

渕上村 108 034 観音寺 小和田村広徳寺末（臨） 境内2反無年貢地、開山江印徳西堂嘉吉2年（1442）寂
網代村 041 024 弁財天別当妙台寺 小和田村広徳寺末（臨） 社朱印地5石、開山江印貞治3年（1364）寂、開基足利尊氏、

往古寺領500石
禅昌寺 小和田村広徳寺末（臨） 除地1反5畝、開山天甫鏡岩享禄元年（1528）寂

山田村 132 087 瑞雲寺 小和田村広徳寺末（臨） 朱印地8石、開基鎌倉公方基氏伯母応安4年（1371）寂
能満寺 小和田村広徳寺末（臨） 朱印地7石2斗、開山心源応永10年（1403）寂
常照寺 同村能満寺末（臨） 能満寺隠居寺、開山亀齢天文4年（1535）寂

引田村 224 120 真照寺 大悲願寺末（新） 朱印地7石、寛平3年（891）起立、延文元年（1356）鎌倉公
方基氏中興の棟札

宝泉寺 小和田村広徳寺末（臨） 除地1反5畝
平井村 582 374 宝光寺 八代郡広巌院末（曹） 朱印地10石、境内40000坪余、文明年中（1469―1487）開山

西光寺 大久野村西福寺末（新） 除地1反5畝12歩境内除地、天正年中（1573―1592）以前
大智寺 大久野村西福寺末（新） 除地2反6畝12歩境内除地、中興頼誉寛文5年（1665）寂
日輪寺 大久野村西福寺末（新） 除地1反8畝12歩境内除地
金蔵寺 大久野村西福寺末（新） 除地9反18歩境内除地、明応8年（1499）の古碑
宗剣寺 同村宝光寺末（曹） 除地田4反3畝6歩境内除地、開山英山文雄元和元年（1615）

寂、開基平井氏天正18年寂
宝樹寺 同村宝光寺末（曹） 除地1反9畝6歩境内除地、開山宝光寺8世元禄12年（1699）

寂
常福寺 大久野村西福寺末（新） 除地2反2畝、開山円秀天正12年（1584）寂、開基村内森田

氏先祖
東光寺 同村宝光寺末（曹） 除地5反8畝8歩、開山 州泉 寛文5年（1665）寂
桂岩寺 同村宝光寺末（曹） 除地2反3畝10歩、開山東光寺と同じ
東光院 同村宝光寺末（曹） 除地1反2畝18歩、
祥雲寺 同村宝光寺末（曹） 除地1反6畝、開山宝光寺2世永禄11年（1568）寂

村　　名 石　高 軒　数 寺　　　院 本　　　末 備　　　　　　考
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伊奈村 578 200 明光寺 戸倉村光厳寺末（臨） 朱印地5石、開山星丘集康和2年（1100）寂
松岩寺 戸倉村光厳寺末（臨） 朱印地5石、除地4反6畝20歩
普門寺 戸倉村光厳寺末（臨） 除地6畝12歩
成就院 大悲願寺末（新） 除地9畝18歩
竜性寺 大悲願寺末（新） 除地1反24歩

高尾村 076 028 大光寺 大悲願寺末（新） 朱印地9石1斗、文亀2年（1502）起立
法光院 大悲願寺門徒（新） 除地3反2畝、

留原村 166 050 地蔵院 大悲願寺末（新） 除地6畝13歩、開山伝秀天正17年（1589）寂
舘屋村 042 016 正光寺 川口村法蓮寺末（時） 除地16石5斗
深沢村 034 0（25） 真光院 小和田村広徳寺末（臨） 除地2反
三内村 106 062 福寿院 小和田村広徳寺末（臨） 除地1反4畝23歩、境内400坪

多福院 小和田村広徳寺末（臨） 除地1反2畝、
横沢村 049 023 大悲願寺 醍醐三宝院末（新） 朱印地20石、建久2年（1191）開山
大久野村 996 390 天正寺 根ヶ布村天寧寺末（曹） 朱印地6石3斗、開山広庵天正元年（1573）か永禄6年（1563）

寂、境内7500坪余
妙楽寺 同村天正寺末（曹） 除地8畝、北条氏照の一族により起立
宝鏡寺 同村天正寺末（曹） 除地1反7畝10歩、開山宗山禅戒宝永6年（1709）寂
岩井院 同村天正寺末（曹） 除地7畝、開山本寺2世天正14年（1586）寂
慶福寺 同村天正寺末（曹） 除地3反4畝29歩、開山本寺4世慶長14年（1609）寂
松沢寺 同村天正寺末（曹） 除地3反3畝3歩、開山直叟重達寛永14年（1637）寂
慶徳寺 同村天正寺末（曹） 除地9畝24歩、開山驤雲村龍慶長14年（1609）寂
保寿院 同村天正寺末（曹） 除地4反7畝22歩、開山広庵天正元年（1573）寂
西徳寺 同村天正寺末（曹） 除地3反7畝3歩、開山涌山林東慶長8年（1603）寂
長井寺 同村天正寺末（曹） 除地3反8畝6歩、開基北条氏照麾下長井氏、開山広庵天

正元年（1573）寂
清涼寺 同村天正寺末（曹） 除地1反2畝24歩、天正4年（1576）起立
長泉庵 同村天正寺末（曹） 除地1反2畝8歩、開山涌山林東慶長8年（1603）寂
光珠庵 同村天正寺末（曹） 除地1反5畝9歩、開山涌山林東慶長8年（1603）寂
玄珠庵 同村天正寺末（曹） 除地1反7畝9歩、開山驤雲村龍慶長14年（1609）寂

村　　名 石　高 軒　数 寺　　　院 本　　　末 備　　　　　　考
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西福寺 醍醐報恩院末（新） 朱印地5石3斗、境内1000坪、中興開山真観弘安元年
（1278）寂

光明院 村内西福寺末（新） 除地3反、開山真観弘安元年（1278）寂
多聞院 村内西福寺持（新） 除地2反6畝20歩、いつの頃から無住
多福院 小和田村広徳寺末（臨） 除地1反2畝、開山關元透寛永14年（1637）寂
玄珠庵 村内天正寺持（曹） 除地1反7畝7歩、

入野村 104 0（35） 徳蔵寺 小和田村広徳寺末（臨） 除地1反5畝、開山栢芳樹天文13年（1546）寂
深沢庵 小和田村広徳寺末（臨） 除地6畝

五日市村 304 195 開光院 小和田村広徳寺末（臨） 朱印地16石、開山光嶽珊文明12年（1480）寂
玉林寺 戸倉村光厳寺末（臨） 朱印地15石5斗、開山明叟哲貞和3年（1347）寂、開基北条

麾下檜原城主平山氏
楞巌寺 小和田村広徳寺末（臨） 除地16歩、開山龍玉虎公天正元年（1573）寂
玉泉寺 小和田村広徳寺末（臨） 除地1反6畝2歩、開山徳叟慶長19年（1614）寂
不動院 大悲願寺末（新） 除地5畝15歩
覚法院 当山派八王子円法院触下 除地7畝14歩

小和田村 049 040 広徳寺 鎌倉建長寺末（臨） 朱印地40石、境内10200坪、開基正応長者、開山建長寺
前住心源希徹明応年中（1492―1501）、中興北条氏康

小中野村 077 048 安養寺 大悲願寺末（新） 境内1反8畝10歩水田4畝
乙津村 365 119 龍珠院 戸倉村光厳寺末（臨） 朱印地9石8斗、開山日峯朝応安4年（1371）寂

徳雲庵 戸倉村光厳寺末（臨） 除地2畝21歩、開山雲英台弘治3年（1557）寂
陽谷庵 戸倉村光厳寺末（臨） 除地2反1畝2歩、開山天叟宗祐天正15年（1587）寂
明光庵 戸倉村光厳寺末（臨） 除地2反21歩、開山月堂座元天正15年（1587）建立
宝泉寺 戸倉村光厳寺末（臨） 除地2反1畝19歩、開山恵海座元天正元年（1573）寂

戸倉村 599 137 光厳寺 臨済宗 朱印地20石、境内13500坪余、正宗広智が建長寺・円覚
寺転住の後創立、応安7年（1374）寂

神光庵 （光厳寺末か） 除地2畝
長福庵 （光厳寺末か） 光厳寺境内にあり、開祖愚渓得哲応永12年（1405）寂
西蓮寺 大悲願寺末（新） 境内除地1反9畝5歩
普光寺 村内光厳寺末（臨） 境内除地1反4畝22歩、開山光厳寺7世延徳3年（1491）寂

檜原村 403 （534） 以下の組は檜原村内

村　　名 石　高 軒　数 寺　　　院 本　　　末 備　　　　　　考
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） 本村 25・39 吉祥寺 鎌倉建長寺末（臨） 朱印地5石5斗、境内1000坪余、開山広智応安7年（1374）

上・下組 寂、中興当村名主先祖吉野氏、
福寿廃院 同村吉祥寺末（臨） 除地9畝10歩

泉沢組 038 法性寺 同村吉祥寺末（臨） 境内除地1反2畝6歩、開山南江泉永禄7年（1564）寂
南谷十組
柏木野組 021 円通寺 同村吉祥寺末（臨） 除地9畝26歩、開基村民先祖坂本氏嘉吉元年（1441）寂
出野組 019 西光寺 同村吉祥寺末（臨） 除地6畝16歩
下川乗組 018 日蓮寺 同村吉祥寺末（臨） 除地1反3畝2歩
上川乗組 019 浄聖寺 同村吉祥寺末（臨） 除地8畝12歩、開山昌永槃正保2年（1645）寂
和田組 019 玉伝寺 同村吉祥寺末（臨） 除地9畝
事貫組 016 布金寺 同村吉祥寺末（臨） 除地26歩、開山華翁栄西堂天正元年（1573）寂
上平組 016 伝光寺 同村吉祥寺末（臨） 除地8畝20歩
笛吹組 ？ 涌泉寺 同村吉祥寺末（臨） 境内年貢地3畝15歩
猿屋敷組 018

数馬組 018 宝積寺 同村吉祥寺末（臨） 除地1反2畝4歩
北谷十組
中里組 042 長泉寺 同村吉祥寺末（臨） 除地8畝24歩、開山正虎寛永12年（1635）寂

長福寺 大悲願寺末（新） 除地1反8畝9歩、中興快澄享保20年（1735）寂
正覚院 本山派木曽村住善寺触下 除地2反4畝25歩

白倉組 018 威徳寺 同村吉祥寺末（臨） 除地7畝10歩、元禄8年（1695）修補
大沢組 017 観音寺 大悲願寺末（新） 除地1反18歩、中興月海明和3年（1766）寂
神戸組 031 徳泉寺 同村吉祥寺末（臨） 除地7畝10歩、開山林叟玉天文6年（1537）寂
小沢
宮ヶ谷戸組 037 明珠院 大悲願寺末（新） 除地7畝14歩、近き年より無住、同村宝蔵寺持ち
夏地組 020 宝蔵寺 大悲願寺末（新） 除地6畝8歩、開山頼憲寛永年中（1624―1644）の人、永和

元年の古碑あり
小岩組 036 東光寺 同村吉祥寺末（臨） 除地3反2畝8歩

長光寺 同村吉祥寺末（臨） 除地3畝6歩、近き年より廃寺東光寺持ち
笹久保組 013

沢又組 038 寒沢寺 同村吉祥寺末（臨） 除地2畝
倉掛組 016

村　　名 石　高 軒　数 寺　　　院 本　　　末 備　　　　　　考
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養沢村 048 養沢寺 戸倉村光厳寺末（臨） 除地2反1畝8歩
常光寺 戸倉村光厳寺末（臨） 除地1反1畝5歩
慈眼寺 常光寺兼帯（臨） 除地1反1畝14歩、近き年廃し再建無し
伝福庵 常光寺兼帯（臨） 除地1畝18歩
神谷庵 常光寺持（臨） 除地4畝20歩

端村寺岡 012 東渓院 戸倉村光厳寺末（臨） 除地1反8畝16歩、開山南渓泉公元和年中（1615―1624）寂
（拝島領）
熊川村 493 134 千住院 普済寺末（臨）

真福寺 大悲願寺末（新） 1町20歩
福生院 普門寺末（臨） 3反24畝

（新）は新義真言宗、（曹）は曹洞宗、（臨）は臨済宗、（天）は天台宗、（日）は日蓮宗
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寺院名
吉祥院
大光寺
円福寺

大仙寺
東海寺

宝光院

地蔵院

安養寺
西連寺
長福寺
泉蔵寺
一重院
如意輪寺
龍性寺
観音寺
成就院
明珠院
正福寺
宝蔵寺
不動院
真福寺

大行寺

真照寺
無 住
東光寺
法仙寺
円秀寺
正音寺
円能寺
福寿寺
清鏡寺

所 在
横沢村
高尾村
川口村

川口村
代継村

高尾村

留原村

小中野村
戸倉村
檜原村
川口村
川口村
川口村
伊奈村
檜原村
伊奈村
檜原村
川口村
檜原村
入野村
熊川村

草花村

引田村

川口村
草花村
川口村
引田村
草花村
川口村
川口村

朱印地
20石
9石1斗
9石7斗
熊野権現社領
8石6斗余

20石
内13石寺領
7石小宮大明神

7石

備 考

享和 3年の張
り紙すべて公
義除地

切畑内
見捨地
見捨地
真照寺内
大行寺宮社内
円福寺内
円福寺内

除地町反畝歩
0，0，8，00 畑 社地寺中東福院支配
0，1，2，00 畑 不動除地
0，0，8，00 熊野権現社領・影沢小社

0，1，0，08

0，5，8，11

内 1，1，11 境内
2，6，00 不動

6，13 風・山神宮
1，4，17 伊勢神明宮

0，3，2，00 境内
0，1，1，06 畑　阿弥陀堂
0，0，6，12 寺中
0，0，4，06 薬師

1，1，25 天王
2，2，10 田畑

0，1，9，05 境内
0，1，8，09 境内
0，1，4，20 境内
0，1，3，02 境内
0，1，1，01 境内
0，1，0，24 境内
0，1，0，18 境内
0，0，9，18 境内
0，0，7，14 境内
0，0，6，20 境内
0，0，6，08 境内
0，0，5，19 境内
0，1，9，14 境内　公義除地
1，0，0，20 畑　地頭除地
0，1，0，08 畑　伊勢神明同上
0，4，4，18 田畑
内 1，4，00 八幡宮

1，6，00 稲荷宮
1，2，00 伊勢明神
0，2，12 奈良明神

1，02 川欠荒地

表 5 F1―6 享保 6年（1721）「寺社堂領高並御除地反別並人数帳」
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表 6 明珠院F26―3―①寛延4年「明珠院付畑帳」

地　　目 面　　積 水帳奥書 分　　米 取　　永 口　　永
御除地　畑 7畝14歩 明珠院
屋敷 1畝02歩 利右衛門 1斗7合 14文8分 4分4厘
上畑 3畝18歩 八兵衛 2斗5升2合 38文9分 1文2分
上畑 2畝10歩 利右衛門 1斗5升2合 25文2分 7分5厘
上畑 1畝06歩 明珠院 8升4合 13分 3分9厘
上畑 5畝19歩 明珠院 3斗9升4合 60文8分 1文8分
年貢地高9斗9升3合此反別屋敷1畝2歩上畑1反2畝23歩〆取永157文2分8厘但口永共
内ぞふし原上3畝前々永引分米2斗1升取永32文4分但口永共
残取永124文8分4厘
上漆古高1盃但200目入只今両度引下→本高へ平均200目1盃につき永80文6厘5毛
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吉祥院 横沢村 本寺　朱 建久2年（1192）正月、観音堂平山季重祈願により草創、開山澄秀僧正（勝賢弟子）。建久3年後白河法皇
追福大般若転読法要。延文5年（1360）大悲願寺中興、澄遍（年月不明准三后満済より伝法灌頂）により
本堂・吉祥院造立。応永4年（1397）足利氏満より秋留郷に20石（後、後北条氏より多西へ改めて寄付）。
寛正2年（1461）旦那日奉朝臣小宮中務沙弥憲行大梵鐘納める。寛正3年本堂再造立。天正19年（1591）朱
印状頂戴。

大行寺 草花 末寺　朱 建永2年（1207）草創祈願檀主平山季重、開祖隆豊上人。
真照寺 引田 延文元年（1356）薬師堂造立、大檀主鎌倉管主足利基氏公別当金蓮院。
円福寺 川口 承元4年（1210）草創、開山智賢法印。
大光寺 高尾 新末寺　朱 明王院、文亀3年（1503）草創、開祖法泉坊秀等。
大仙寺 川口 建暦2年（1212）草創、開基頼空法印。
成就院 伊奈 新末寺 宝積寺、文明元年（1469）大悲願寺7世重賢退院の閑山として開山。
真福寺 熊川 応永5年（1398）開基秀重僧都（のち吉祥院へ転住六世）。
西蓮寺 戸倉 宝治2年（1248）草創、檀主高橋越後入道本光の祈願、開基安養寺隠居乗尊僧都。
宝蔵寺 檜原 建永2年宝蔵密寺（宝蔵寺）秋留・橘郷開発奉行因幡守平朝臣広元・平山季重願。
正福寺 川口 貞治3年（1364）金剛坊重円法印草創。
龍性院 伊奈 門徒 天文10年（1541）大悲願寺10世有雅法印退院後の庵室。
法光院 高尾 宝治元年（1247）草創、開山大悲願寺3世秀海法印。天保14年（1843）再興。
地蔵院 留原 富原村、天正2年（1574）開基愛染坊伝秀。
安養寺 小中野 寛喜2年（1230）草創、開基乗尊法印。
不動院 五日市 文亀3年（1503）松原村に草創、檀主有作弾正・馬場日向開基、開山大悲願寺6世秀重
法仙寺 草花 法船寺、文和元年（1352）草創。
東海寺 代継 弘安2年（1279）草創、開基檀主代継縫殿助。
観音寺 檜原 正保3年（1646）草創、開山海俊法印（大悲願寺16世淳秀弟子）。
明珠院 檜原 文禄3年（1594）栄印（大悲願寺12世源鏡弟子）草創。
長福寺 檜原 永徳元年（1381）開基。享禄元年（1528）中興開基大悲願寺6世秀重。
東光寺 川口 延徳3年（1491）檀主滝島若狭守義雄造立、開祖尊祐。
如意輪寺 川口 永正16年（1519）草創。
泉蔵寺 川口 天文3年（1534）草創。
一重院 川口 永禄元年（1558）草創。

寺院名 所　在 本　末 由　　　　緒
表 7 大悲願寺（吉祥院）門末一覧と由緒
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円秀寺 川口 円照寺、文禄3年（1594）草創。
円能寺 草花 又門徒　大 寛正4年（1463）草創。
正音寺 引田 又門徒　真 天正17年（1589）草創檀主平山右衛門太夫。
清鏡寺 川口 又門徒　円 建武2年（1335）草創。
福寿寺 川口 又門徒　円 建武2年（1335）草創、檀主北嶋三河公。
観蔵院 吉祥院寺中
真光院 享徳2年（1453）草創。慶長8年（1603）檜原から吉祥院へ移す。
東福院
千日堂 伊奈

寺院名 所　在 本　末 由　　　　緒



享保6 享保17 宝暦6 文化13 文政5 天保11 嘉永5 元治1 年　　　　欠 大悲願寺日記所 在 1721 1732 1756 1816 1822 1840 1852 1864 本院無住御取調帳 檀　家　数
僧 俗 門前 僧 俗 僧 俗 僧 俗 僧 俗 僧 俗 僧 俗 僧 俗 無住日時 寺旦用

本寺　朱 吉祥院 横沢 4 8 15 2 12 5 9 5 7 3 4 2 5 2 4 2 2 約80

末寺　朱 大行寺 草花 2 3 3 2 7 3 2 3 4 2 3 1 2 2 2 1 2 50

真照寺 引田 計 8 10 3 3 4 2 3 3 4 2 1 2 2 1 2 1 65～56

円福寺 川口 2 3 3 2 3 2 4 3 1 1 2 1 1 1 1 2 1 12

新末寺朱 大光寺 高尾 2 3 2 3 1 2 3 1 1 1 1 1 1 1 21～27

大仙寺 代継 2 4 2 3 1 2 1 1 1 m 1 天保11 円福寺 12

新末寺 成就院 伊奈 2 1 1 2 3 1 1 1 1 1 1 m 55

真福寺 熊川 2 1 m f 1 1 1 m 1 1 1 22～18

西連寺 戸倉 2 1 1 2 2 2 rd1 1 1 1 天保12 大光寺 28

宝蔵寺 檜原 1 m 2 1 2 1 1 1 20

正福寺 川口 1 1 1 m m 1 2 3

門 徒 龍性院 伊奈 1 1 1 m m m 文政1 吉祥院 5

法光寺 高尾 2 2 1 2 1 1 rd1 2 m m 文政6 大光寺 0

地蔵院 留原 1 1 1 1 1 rd1 m m 天保11 大光寺 2～3

安養寺 小中野 1 1 1 1 rd1 1 m m 8～7

不動院 入野 1 1 1 m m m 天保10 吉祥院 0

法仙寺 草花 m m m m m 享保4 大行寺 0

東海寺 代継 1 2 1 1 f 1 1 1 m r1 天保8 真照寺 不明
観音寺 檜原 1 1 1 1 m m m 文政2 宝蔵寺 17～16

明珠院 檜原 1 1 m m m m 寛延2 宝蔵寺 0

長福寺 檜原 2 2 m 1 m m 天保3 宝蔵寺 16～27

東光寺 川口 m d1 m m m m 寛政1 如意輪寺 1

如意輪寺 川口 1 1 2 1 1 m m m 20～0

泉蔵寺 川口 1 1 1 m m m 文政4 円福寺 不明
一重院 川口 2 r1 1 m m m 享保5 円福寺 0

円秀寺 川口 m m m m m 貞享3 円福寺 不明
又門徒大 円能寺 草花 m m m m 元和7 大行寺 不明

真 正音寺 引田 m m m m m 不明 真照寺 35

円 清鏡寺 川口 m m m m m 不明 円福寺 不明
円 福寿寺 川口 m m m m m 不明 円福寺 不明

吉祥院 観蔵院 m m m m m 寛永18 吉祥院 0
寺 中 真光院 m m m m m 元禄17 吉祥院 0

東福院 m m m m 寛保3 吉祥院 0

末庵 千日堂 伊奈 d1 d1 d1 m
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※享保6年F1―6「寺社堂領高並御除地反別并人数帳」、享保17年F1―7「人数改之帳」、宝暦6年F1―11「人数御改帳扣」文化13年F1―28「人数御
改書上帳」、文政5年F1―32「人別御改書上帳写」、天保11年F1―40「人別御改書上帳」、嘉永5年F1―48「人別御改書上帳」、元治元年F1―51
「当院并門末人別役寺書上帳」、F1―62「大悲願寺日記」上263ページ（いつの檀家数か、出典不明）
※m＝無住、r＝留主居、d＝道心、rd＝留主居道心、f＝不明
※円福寺は元禄13年に末寺昇格（F1―9）、真福寺・宝蔵院・大仙寺・大光寺・成就院・西蓮寺は天明2年に末寺昇格（F1―19など）正福寺は弘
化3年に末寺昇格（F1―44）

表 8 大悲願寺（吉祥院）門末僧俗人数の変遷と檀家数
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表 9 報恩講出仕人数の変遷

宝暦11 1761 冬 22 12 1 不明1名
宝暦12 1762 夏 28 15 1 1 1

宝暦13 1763 夏 27 15 3

冬 22 9 5

宝暦14 1764 夏 24 11 1 1

明和2 1765 夏 23 1

冬 28 15 1

明和3 1766 夏 22 9

明和4 1767 夏 26 12

冬 27 不参多く中止会下総人数書上
明和5 1768 夏 25 11 1 1 3

冬 21 2 4 休みは、「上京」のため
明和6 1769 冬 26 10 1 1 3 2 2

明和7 1770 冬 25 8 1 1 2

明和8 1771 冬 20 5 2

明和9 1772 夏 25 3 1 1

冬 26 3

安永2 1773 夏 22 8 2 4

冬 26 3

安永3 1774 冬 26 2

安永4 1775 夏 26 2

安永5 1776 夏 23 7 2

冬 19

安永6 1777 冬 22 1 4

安永7 1778 夏 18

冬 16

安永8 1779 冬 15 2 2 3

安永9 1780 冬 15 4 2

天明2 1782 夏 13 2 1

冬 19 2 1 1 2

天明3 1783 冬 15 5

天明4 1784 冬 20 4 3

天明5 1785 冬 23 2

天明6 1786 夏 20

冬 20 1

天明7 1787 夏 19

天明8 1788 夏 19 1

冬 21

寛政元 1789 夏 17

冬 18 1 1

寛政2 1790 冬 14 2 2

寛政3 1791 夏 不作のため中止
冬 11 2 4

寛政4 1792 夏 16 4 1

冬 17 1

寛政5 1793 冬 16 1

寛政6 1794 夏 観音堂建立のため繁用につき中止

年　　代 合計 弟子 新加 看住 随身 留主 休 上京 備　　　　考
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冬 14 3

寛政7 1795 夏 15 1

寛政8 1796 夏 13

冬 9 3

寛政9 1797 夏 14 1 1

冬 10 1 2

寛政10 1798 夏 12

冬 少人数のため「座居」ですます
寛政11 1799 夏 10 2

冬 9 2 少人数のため「座居」法楽
寛政12 1800 夏 11 2 欠席に罰金

冬 10 1

享和元 1801 夏 10 少人数略式
冬 3 法楽のみ

享和2 1802 夏 10

享和3 1803 夏 潅頂などのため中止
冬 10

文化元 1804 夏 9 法楽のみ
冬 18 3

文化2 1805 夏 15 2 1

冬 16

文化3 1806 夏 13 法楽のみ
文化4 1807 夏 9 2 1

冬 8 5 法楽のみ
文化5 1808 夏 8 4 法楽のみ

冬 7 1 4

文化6 1809 夏 5 6 何もせず退散、不参届け無し5名
冬 14 1

文化7 1810 夏 9 4

文化8 1811 夏 9 1

冬 法楽のみ
文化9 1812 夏 10

冬 法楽のみ
文化10 1813 夏 法楽のみ

冬 10 法楽のみ
文化11 1814 夏 法楽のみ

冬 法楽のみ
文化12 1815 夏 法楽のみ

冬 12 2

文化13 1816 夏 法楽のみ
冬 13 3

文化14 1817 夏 9 「未衆入」3名
冬 11 「未新加」3名

文化15 1818 夏 11 「未新加」3名
文政元 1818 冬 13 3

文政6 1823 冬 3 「講役」のみ
文政8 1825 冬 18 3

文政9 1826 夏 14

年　　代 合計 弟子 新加 看住 随身 留主 休 上京 備　　　　考
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冬 17

文政10 1827 夏 13 法楽のみ
冬 14 1 14人書上、結衆は12名

文政11 1828 夏 12 法楽のみ
文政12 1829 夏・冬法楽のみ
文政13 1830 夏 12 4

天保4 1833 2 11 3

天保9 1838 9 11 2

天保13 1842 10 6 3

弘化2 1845 冬 7

弘化3 1846 夏 10

弘化4 1847 冬 8 聴衆大悲願寺隠居ら
嘉永2 1849 夏 13 1 3 聴衆4名
嘉永4 1851 冬 11

嘉永5 1852 冬 11 2 聴衆4名
安政2 1855 冬 11

安政4 1857 冬 8 4

万延元 1860 冬 13 4 1 聴衆4名
慶応4 1868 夏 8 3

年　　代 合計 弟子 新加 看住 随身 留主 休 上京 備　　　　考
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開山　澄秀 ？～1222 下総の生、洛陽の人。建久2年（1191）平山季重の願いにより金色山大悲願寺観音堂を創建。
02世　頼重 ？～1255

03世　秀海 ？～1273 宝治元年（1247）高尾村法光院を創建。
04世　澄遍 1327～1414 延文5年（1360）大悲願寺中興、満済より授法（寺附法流の祖）。
05世　頼憲 1376～1438

06世　秀重 ？～1457 応永5年（1398）に熊川村真福寺開山。または永徳元年（1381）檜原村長福寺開山とも。真福寺（長福寺とも伝わる）
より転住し、宝徳元年（1449）退院。（宝徳元年に退院し、長福寺開山か）

07世　重賢 ？～1479 文明元年（1469）退院、在職20年。退院後成就院（宝積寺）開創。
08世　秀恵 1435～1499

09世　恵伝 ？～1521 弟子秀等は、明王院開山、後、高尾村大光寺と合寺。
10世 有雅 ？～1551 馬場美濃守息。天文10年（1541）退院。龍性寺開創。
11世　源尊 1509～1568 上総出身。天文18年大行寺頼源へ授法。
12世　源鏡 1509～1594 上総出身。天正3年上人号をうける。弟子、栄印は檜原村明珠院開山。源清は半沢坊真福寺中興。伝秀は留原

村地蔵院開山。
13世 海譽 1555～1634 府中由木氏の生。父は天正18年八王子城で討死。江戸増上寺中興源誉は叔父。兄は天台宗府中安養寺で寂。
14世　源誉 1606～1635 伊奈村石川五左衛門息。
15世　秀雄 ？～1642 寛永12年入院。13年に中野宝仙寺へ移転。伊達輝宗息、伊達政宗舎弟とされる。
16世　淳秀 ？～1643 武州太田久下勝蔵院弟子。寛永7年智山4世元寿より授法。寛永13年（1636）入院、忍領成田一重院へ転住、秀隆

を院代とし兼住。在職7年。
17世　済養 1611～1670 高麗郡加治郷長田村細田仁左衛門息。熊川村半沢坊（真福寺）住海盛（大峯山修行中没）のもと学び、慶安3年智

山の許状をもって入山。弟子に大行寺蓮誉、真照寺永存、大悲願寺18世信盛、19世養遍。
18世　信盛 ？～1698 大久野村羽生藤右衛門息、平山氏の末。小池坊に学び寛文4年（1664）入寺。延宝6年（1678）隠居、在職14年、隠

居21年。弟子の了盛は甲州郡内藤尾村長田氏出身、真光院、大行寺住持を勤め24世如環の師。
19世　養遍 1628～1700 江州浅井郡丁野村脇坂氏の生。医家に生まれ20余年医術を学んだ後、発心し関東へ下向し済養の導きを受ける。

延宝6年（1678）小池坊15年の許状を持って入院。入院後2年で退院、高尾村本智院を閑室とし、醍醐山などで学
ぶ。資堂金の基となる22両2分を施入。

20世　尊海 1639ヵ～1694 武州都筑郡小机領の生。同領谷本村東光寺より延宝8年養遍の招きで入院。元禄7年大病のため退院。在職14

年。
21世　俊黄 ？～1713 都筑郡大場村の生。元禄2年小池坊13年で東下、同7年都筑郡荏田村法福寺より入院。元禄16年隠居し観蔵院へ。

在職9年。

住　　持 生没年 事　　　　　跡
表 10 大悲願寺住持一覧
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22世　昇清 1661～1717 都筑郡荏田村の生。熊川村石川五右衛門母は親類。小池坊11年留学の後、元禄16年（1703）入院。
23世　融聖 1685～1732 高尾村落合氏の生。俊黄弟子。享保2年入院。在職15年。
24世　如環 1695～1761 高尾村中村氏の生。宝永2年11才で得度。高尾村大光寺から享保18年（1733）入寺。後に豊山30世となる白心虚

明の学問指導も行った。在職28年。
25世　鑁津 1711～1800 舘谷村の生。如環の死により大光寺より入寺。天明5年（1785）隠居観蔵院へ移る。在職24年
26世　慈明 1745～1811 大久野村矢治氏の生。宝暦5年（1756）大光寺で得度。師に従い大悲願寺へ移り小池坊留学、虚明に学ぶ。天明5

年に入院。文化7年隠居、在職25年。
27世　法明 1769～1817 大久野村佐久間氏の生。大悲願寺にて12才で得度。大久野村西福寺で住職を勤めながら江戸触頭弥勒寺役僧も

兼務し、文化7年慈明の隠居にともない入院。文化14年（1817）隠居。在職7年
28世　恵宝 1790～1860 日野山本氏の生。足立郡栗原村満願寺より文化14年に弟子舜隆房韶恵とともに入院。嘉永3年（1850）退院。在

職33年。
29世　恵鑁 1820ヵ～1863 大悲願寺にて10才で得度。天保7年（1836）大行寺看住、弘化5年（1848）住持。嘉永3年に大悲願寺入院。文久2年

（1862）隠居。在職7年。
（恵澄） 1823～？ 引田村馬場氏の生。安政4年（1857）正福寺に入院、文久2年大悲願寺入院、元治元年（1864）隠居。在職2年。明

治2年（1869）神官。
（恵卓） 1842ヵ～？ 入間郡内堀村入山氏の生。大行寺7才で得度。大悲願寺で加行。万延元年（1860）大行寺看住。元治元年入院。

在職2年。
30世　明盛 1822ヵ～？ 犬山県（彦根藩）士族赤田文六長男。弘化3年（1846）小池坊得度、豊山修学中に恵卓と師弟契約をし慶応2年

（1866）入院。大仙寺慈光を院代とし、触頭弥勒寺役者を勤める。明治4年退院、江戸根生院へ転住。
31世　慈光 1842～1891 葛飾郡上口村堀切郡造（塩野姓、貴沢運三とも）次男。嘉永7年深川法乗院で得度、中野村慈眼寺、大仙寺など

を経て、明治4年入院。明治18年深川法乗院と兼務。

※恵澄・恵卓は寺伝から除かれている。恵卓と明盛の生年は他の事例が見えるが、早いほうを記した。

住　　持 生没年 事　　　　　跡
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所　　　　属 名前 年齢 生　　　国
横沢村　吉祥院住 慈明 45 大久野村
横沢村　吉祥院隠居 鑁津 76 舘谷村
横沢村　吉祥院弟子 義現 21 大久野村
横沢村　吉祥院弟子 真光 17 河原宿
横沢村　吉祥院弟子 千全 10 平井村
草花村　大行寺住 隆盛 43 檜原村
草花村　大行寺弟子 春玄 15 草花村
熊川村　真福寺住 霊山 35 留原村
代継村　東海寺住 実天 34 越後国高田
引田村　真照寺住 鳳 50 熊川村
引田村　真照寺弟子 亮環 18 熊川村
引田村　真照寺弟子 周環 14 檜原村
川口村　円福寺住 光瑛 50 神戸村
川口村　円福寺弟子 環瑞 22 留原村
川口村　泉蔵寺住 禅了 46 川口村
川口村　大仙寺住 憲識 60 檜原村
川口村如意輪寺住 光鐸 27 川口村
川口村　正福寺留主居道心者 即現 62 川口村
川口村　東光寺留主居道心者 行阿 72 三州賀茂郡三河村
高尾村　大光寺住 尭英 74 大和長谷
高尾村　法光寺住 如玄 38 高尾村
五日市村不動院借住道心者 道意 35 平井村
小中野村安養寺住 柳啓 58 入間郡塩船村
盆堀村　西蓮寺隠居 弁妙 62 入間郡谷ヶ貫村
檜原村　観音寺住 円應 40 檜原村
檜原村　宝蔵寺住 真乗 46 高麗郡粟坪村
伊奈村　成就院住 津然 46 河辺村
伊奈村　成就院弟子道心者 彦心 50 伊奈村
伊奈村　成就院弟子道心者 是心 22 伊奈村
伊奈村　龍性寺住　学問ため他国 環津 33 川口村
吉祥院支配地蔵堂守道心者 是三 37 檜原村
※郡名の無いものはすべて埼玉郡

表 11 「真言宗出家人別帳」F1―21
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

大鏡・義巌

円了・如海

智證・長円

恵山・祐尊

大竜・本

快心・大雅

春昶・浄円

海龍・孔天

春全・浄譽

多摩郡矢寺村
（入間市）

葛飾郡彦倉村
（三郷市）

下総国香取郡小
南村（東庄町）

越後国三嶋郡出
雲崎

入間郡坊村

信州諏訪郡上原
村（茅野市）

多摩郡河津村

多摩郡今井村

越後国苅羽郡小
坂村

宮寺村（入間
市）西勝院8才

同村延命院
（除地2反8畝
虚空蔵縁日参
詣者群衆）
同村増福寺14

才

同所多聞寺8

才

正楽寺村（所
沢市）仏蔵院
（寺領7石）13
才
桑原村（諏訪
市）仏法寺（古
くから真言宗
道場）
谷村（青梅市）
真浄寺（塩船
寺末3石）
塩船寺22才

柏崎宿明蔵寺
（柏崎市）

同寺

同寺

同寺

同寺

同院

同寺

同寺

川辺村（青
梅市）東円
寺（天寧寺
末朱印地3

石）
同寺

村山（武蔵
村山市）真
福寺（寺領
20石）
下総国鰭ヶ
崎村（流山
市）東福寺
（朱印地）
同寺

同寺

安永9年青
梅金剛院

同寺

成木村安楽
寺（青梅市
寺領10石）
土浦東福寺
（新治郡桜
町ヵ）

永徳寺（柏
崎市）

石神井（練
馬区）三宝
寺（寺領10

石）
多摩郡彦成
村（三郷市）
円明院（朱
印地10石）
同寺

蒲原郡（西
蒲原郡）国
上寺（寺領
150石）
稲毛王禅院

小池坊

小池坊

水戸正道寺

豊山

6カ年未許状

4カ年未許状

6カ年

4カ年未許状

6カ年許状

5カ年許状

8カ年許状

3カ年未許状

10カ年

未勤

未勤

未勤

未勤

村山真福寺

仏法寺

安楽寺

未勤

未勤

19年26才

19年30才

18年31才

34年42才

25年38才

27年35才

34年43才

28年50才

19年

山口（所沢
市）前金乗
院（寺領10

石）
彦倉村延命
院理随

柚木村（青
梅市）即清
寺（寺領20

石）
越後前多聞
寺

仏蔵院宥傳

仏法寺大寂

真浄寺浄目

前塩船寺心
海

明蔵寺性譽

寛政8年2月旦中願ニ
付伊奈村成就院住職

寛政8年2月旦中願ニ
付成就院留守居から
無住檜原村長福寺へ
移転
寛政10年9月檜原村
旦中・西光寺願ニ付
無住檜原村観音寺住
へ
享和2年2月旦中願ニ
付伊奈村成就院住

享和2年4月旦中願ニ
付代継村東海寺差上
檜原村宝蔵寺へ移転

享和3年11月旦中願
ニ付檜原村長福寺住
へ

文化14年11月檜原村
宝蔵寺住被仰付

文化2年10月旦中願
ニ付盆堀村西蓮寺住
へ

文政6年2月旦中願ニ
付小中野村安養寺住

仮名・実名 出　　生 得　　度 加行・護摩 新　　加 灌　　頂 小池房留学 初法談 法 ・世寿 師　範 備　　考

表 12 大悲願寺末寺・門徒の僧侶人体起立書
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10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

仰智・恵燈

勝永・秀清

法教・慶道

法全・恵明

戒如

円精

智雲・恵鑁

観月・明蓮

鳳明

融善

俊栄

本龍・玉明

定海・恵澄

多摩中藤村長右
衛門五男

江州彦根家中

江戸土井大炊守
家来笠木清次郎
悴
多摩郡下柚木村
嶋崎代蔵悴
多摩郡草花村藤
左衛門悴
多摩郡青木平村
長右衛門悴（八
王子市）
多摩郡奈良橋村
佐平悴（東大和
市）
麻布桜田町竹内
寿仙悴
多摩郡堀之内村
惣吉悴（八王子
市）
越後国蒲原郡能
登村弥兵衛悴
信州更品郡八幡
村吉原吉蔵悴
多摩郡檜原郷大
沢村次郎右衛門
悴

多摩郡引田村馬
場小源太悴

村山真福寺10

才

西新井総持寺
8才
渋谷法如庵
（本郷円満寺
隠居所）8才
当院16才

大行寺

真照寺

当山9才

渋谷法如庵13

才（12才）
平井村常福寺
8才（日の出
町春日社）
四谷真成院21

才（新宿区）
水内郡はかり
村（？）安光寺
都筑石川村満
願寺（神奈川
県緑区）

大悲願寺

同寺

同寺

湯島円満寺

当院17才

本所弥勒寺

同寺

当山

当山

同寺

多摩郡中藤
村真福寺
入間郡正楽
寺村仏蔵院
同寺

同寺

同寺

同寺

当院

当院17才

同寺

当山

当山

当山

当山

青梅村金剛
寺
多摩郡村山
真福寺
荏原郡六郷
宝幢院

同寺

多摩郡聖天
院（日高市
朱印地 1 5

石）
成田新勝寺

染井西福寺
（豊島区）

当院20才

初瀬

同寺

当山

当山

八王子金剛
院

当山

都筑恩田村
徳恩寺（緑
区寺領7石）

塩船村塩船
寺

8カ年

11カ年

当年入衆

当年入衆

13年

初登山

4カ年

2カ年

4カ年

2カ年

4カ年

6カ年

7カ年

未勤

総持寺

都筑麻生郷
玉禅寺（麻
生区朱印地
30石）

22年31才

20年28才

11年24才

5年20才

50年66才

5年19才

9年18才

7年19年

8年30才

3年23才

13年19才

40年48才

10年21才

総持寺

文政12年12月

文政8年2月西蓮寺無
住二付住持被仰付
文政11年9月川口村
如意輪寺住被仰付

天保3年閏11月草花
村大光寺住被仰付
天保4年12月草花村
大行寺住被仰付
天保5年12月代継村
東海寺住被仰付

天保7年9月大行寺看
住職被仰付

天保7年11月小中野
安養寺住被仰付
天保7年11月川口村
大仙寺住被仰付

天保9年7月地蔵院留
守居
天保9年11月盆堀村
西蓮寺看住被仰付
天保12年熊川村真福
寺住被仰付

天保14年8月真福寺
住旦中願い二付被仰
付

仮名・実名 出　　生 得　　度 加行・護摩 新　　加 灌　　頂 小池房留学 初法談 法 ・世寿 師　範 備　　考
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23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

智應・恵元

善了・胎全

円常・栄明

明海・恵徳

大進・恵門

秀雅・宥恵

舜龍・本然

仁寿・恵慶

常輪・運恵

恭成・恵振

多摩郡二宮村
（あきる野市）石
川猶蔵悴（清水
殿御家従中村市
重郎倅・神奈川
県付属中村政次
郎弟）
陸奥国磐城湯長
谷松本利兵衛３
男

下総国海上郡銚
子荒野村久右衛
門悴
相模国愛甲郡田
名村喜右衛門倅
（相模原市）
紀州室郡田辺長
尾村又三郎倅

入間郡所沢村三
之助倅
尾州名古屋大野
村弥兵衛倅栄吉
郎

讃州大門郡水道
村酒尾彦助倅
（大川郡大内町
ヵ）
奥州仙台宮城郡
城下川内杉本久
助倅
加州家中栗山源
左衛門倅

青梅村金剛寺
12才戒師大悲
願寺恵宝

同村長徳寺13

才

小浜村西安寺
（銚子市）

多摩郡川口村
円福寺7才

入間郡勝楽寺
村仏蔵院

青梅村金剛寺

上総国市原郡
五井村龍善院
1 5才（市原
市）
同村虚空蔵院
11才（与田寺
讃岐10ヵ寺の
一つ）
同城下亀ヶ岡
千手院（寺領
70石）
当山20才

大悲願寺弟
子16才

上黒田村満
照寺（いわ
き市）

多摩郡大幡
村宝生寺

塩船寺

中藤村真福
寺

当院

同寺

同寺13才

同城下満福
寺

当山

金剛寺13才
（ママ）

上遠野村円
通寺（いわ
き市朱印地
30石）
同

中藤真福寺

同

金剛寺

同寺文政6

年

同城下定禅
寺（寺領10

石）
当山

塩船寺16才
（17才）

未

村山中藤真
福寺

塩船寺

多摩郡星ヶ
谷村真浄寺
（青梅市）
塩船寺

豊山勧学院
文政9年

同寺17才

武州沼田村
恵明寺（寺
領20石）
案下松嶽村
常福寺

2カ年

智積院7カ年
未許状

2カ年

7カ年

4カ年

10カ年

9カ年入衆30

才

野山2カ年

2カ年

2カ年

未

未

未

未

未

匝瑳郡幸手
村 龍 蔵 院
（野栄町）

未

未

未

7年18才

14年36才

13年30才

17年23才

13年46才

15年27才

34年48才

23年33才

14年27才

5年25才

五井村龍善
院盛順

天保15年11月円福寺
看住被仰付

弘化3年11月旦中願
い二付檜原村宝蔵院
住

嘉永2年正月仙蔵寺
住被仰付

嘉永3年3月円福寺無
住ニ付住職

嘉永3年宝蔵院住被
仰付

嘉永6年9月真照寺看
住被仰付
嘉永7年正月大仙寺
住職被仰付

嘉永7年3月東海寺住
職被仰付

安政2年8月真福寺看
住被仰付

安政5年7月安養寺看
住被仰付

仮名・実名 出　　生 得　　度 加行・護摩 新　　加 灌　　頂 小池房留学 初法談 法 ・世寿 師　範 備　　考
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33

34

35

36

37

38

39

40

41

清心・恵月

恵智・燈早

真恭・秀恵

慈眼・良実

栄龍・盛然

智宣・恵察

一道・宥舜

玄隆・実信

良栄・智光

多摩郡八王子寺
町山本萬五郎倅

入間郡内堀村入
山元右衛門倅
相州津久井県大
堀村
江戸内藤早川裏
右衛門倅

忍領吹上村林善
庵倅（吹上町）

多摩郡芋久保村
伊助倅（東大和
市）
葛飾郡銜口地村
忠右衛門倅
下総国関宿　久
世大和守家来
佐々木源太夫倅
忍松平下総守家
来新左右平倅

当院8才

大行寺7才

高尾山薬王院
10才
遠州榛原郡発
田村宝蔵院8

才
本所弥勒寺18

才

当山13才

入間郡山口村
金乗院8才
葛飾郡尾崎村
威徳院

加美郡七本木
村西福寺11才

当院末大行
寺

当山

当山13才

同寺13才

中山道篭田
村満願寺19

才
当山14才

中藤真福寺
14才
同

同寺14才

当山

当山

同

高野山

当院

当山16才

成木村安楽
寺
清水村金乗
院

大佐野村吉
祥院14才

松嶽村常福
寺（八王子
市寺領 1 0

石）
松嶽村常福
寺
未

宝蔵院

当院

未

江戸谷中加
納院

同寺18才

3カ年

4カ年

2カ年

8カ年

2カ年

2カ年

4カ年

6カ年

6カ年智山

未

未

未

未

未

未

西新井総持
寺

忍保村善台
寺

12年20才

13年19才

8年17才

50年58才

4年21才

6年18才

23年31才

37年51才

21年31才

安政7年2月大行寺看
住被仰付

万延元年11月大行寺
看住被仰付
万延2年2月成就院看
住被仰付
文久2年3月東海寺看
住被仰付

文久2年8月大仙寺看
住被仰付

元治2年3月正福寺聞
済

慶応4年3月代継村東
海寺住職被仰付
明治2年9月成就院住
職聞済

明治3年8月安養寺住
職被仰付

仮名・実名 出　　生 得　　度 加行・護摩 新　　加 灌　　頂 小池房留学 初法談 法 ・世寿 師　範 備　　考
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① 大鏡　義厳
② 多摩郡矢寺村
③ 宮寺村西勝院8才
④ 宮寺村西勝院
⑤ 村山真福寺
⑥ 石神井三宝寺
⑦ 寛政8年 成就院26才

① 円了　如海
② 葛飾郡彦倉村
③ 彦倉村延命院
④ 彦倉村延命院
⑤ 下総国東海寺
⑥ 多摩郡円明院
⑦ 寛政8年成就院留主居

30才から長福寺
天保3年真福寺
天保8年真照寺

① 智証　長円
② 下総国小南村
③ 小南村増福寺
④ 小南村増福寺
⑤ 小南村増福寺
⑥ 小南村増福寺
⑦ 寛政10年観音寺31才

① 名
② 出生
③ 得度
④ 加行・護摩
⑤ 新加
⑥ 潅頂
⑦ 移転状況

① 千全　成聖
② 平井村
③ 大悲願寺寛政元年10才
④ 大悲願寺
⑤ 大悲願寺
⑥
⑦ 寛政11年西蓮寺看住
享和3年堀金光英寺弟子

① 周環　玄津
② 檜原村
③ 真照寺寛政元年14才
④
⑤
⑥
⑦ 如意輪寺
寛政11年真福寺

① 大竜　本
② 入間郡坊村
③ 正楽寺村仏蔵院13才
④ 正楽寺村仏蔵院
⑤ 青梅金剛寺
⑥ 稲毛王禅寺
⑦ 寛政12年東海寺
享和2年宝蔵寺38才
文化4年石川村満願寺

① 光鐸
② 川口村
③
④
⑤
⑥
⑦ 寛政元年如意輪寺27才
寛政11年大仙寺

① 宝光
②
③
④
⑤
⑥
⑦ 享和3年西蓮寺住
文化2年大光寺

① 快心　大雅
② 信州諏訪郡上京村
③ 桑原村仏法寺9才
④ 桑原村仏法寺
⑤ 桑原村仏法寺
⑥ 小池坊
⑦ 享和3年西蓮寺35才
文化元年安養寺

① 如玄
② 高尾村
③
④
⑤
⑥
⑦ 寛政元年法光寺38才
文化2年真照寺

① 真乗
② 高麗郡粟坪村
③
④
⑤
⑥
⑦ 寛政元年宝蔵寺住46才
享和2年堀金光英寺

① 致上
②
③
④
⑤
⑥
⑦ 文化14年大仙寺
文政3年円福寺

① 専敞
②
③
④
⑤
⑥
⑦ 文化15年東海寺
文政10年真照寺

① 春全　浄譽
② 越後国小坂村
③ 泊崎宿明厳寺
④ 泊崎宿明厳寺
⑤ 永徳寺
⑥ 豊山
⑦ 文政6年安養寺
文政7年大仙寺

① 覚成
②
③
④
⑤
⑥
⑦ 地蔵院看住
文化3年隠寮へ

① 智雲　恵鑁
② 多摩郡奈良橋村佐兵衛倅
③ 大悲願寺9才
④ 大悲願寺
⑤ 大悲願寺
⑥ 大悲願寺
⑦ 天保7年大行寺看住18才
弘化5年大行寺30才

① 観月　明連
② 麻布桜田町竹内寿仙倅
③ 法如庵13才
④ 大悲願寺
⑤ 大悲願寺
⑥ 青梅山金剛寺
⑦ 天保7年安養寺19才
弘化5年真福寺31才
嘉永2年円福寺
嘉永6年大光寺36才

① 本龍　玉明
② 多摩郡大沢村次郎右衛門
倅

③ 都築郡石川村満願寺
④ 都築郡石川村満願寺
⑤ 江原郡六郷宝幢院
⑥ 都築郡恩田村徳恩寺
⑦ 石川村満願寺
天保12年真福寺48才

① 仰智　恵燈
② 多摩郡中森村長右衛門5男
③ 村山真福寺10才
④ 村山真福寺
⑤ 村山真福寺
⑥ 霊天院
⑦ 四ッ谷南寺町文殊院
文政7年東海寺移転31才

① 智應　恵元
② 多摩郡二之宮村石川猶蔵倅
③ 青梅村金剛寺12才
④ 大悲願寺16才
⑤ 金剛寺13才
⑥ 塩船寺16才
⑦ 天保15年円福寺看住18才
弘化4年円福寺21才
嘉永3年大光寺24才
文久3年真福寺37才

① 円常　栄明
② 下総国銚子荒野村久右衛
門倅

③ 小浜村西安寺
④ 多摩郡大幡村宝生寺
⑤ 多摩郡大幡村宝生寺
⑥ 村山中藤真福寺
⑦ 嘉永2年仙蔵寺30才
嘉永3年西蓮寺

① 秀雅　宥恵
② 入間郡所沢村三之助倅
③ 青梅村金剛寺
④ 大悲願寺
⑤ 金剛寺
⑥ 塩船寺
⑦ 嘉永6年真照寺看住27才
安政2年真照寺30才

① 定海　恵澄
② 引田村馬場小源太倅
③ 大悲願寺
④ 大悲願寺
⑤ 大悲願寺
⑥ 塩船村塩船寺
⑦ 天保14年真福寺21才
安政4年正福寺35才

① 真恭　秀恵
② 相州大堀村
③ 高尾山薬王院10才
④ 大悲願寺13才
⑤ 大悲願寺
⑥
⑦ 万延2年成就院看住17才
慶応2年大光寺22才

① 栄龍　盛然
② 忍領吹上村林善庵倅
③ 本所弥勒寺18才
④ 中山道籠田村満願寺19才
⑤ 大悲願寺
⑥ 大悲願寺
⑦ 大仙寺看住21才
大行寺26才

① 玄隆　実進
② 下総国関宿久世大和守家
来佐々木源太夫倅

③ 葛飾郡尾崎村成徳院
④ 葛飾郡尾崎村成徳院
⑤ 清水村金乗院
⑥ 江戸谷中加納院
⑦ 板橋宿観明寺香衣一色免状
成就院51才

① 舜龍　本然
② 名古屋大野村弥兵衛倅
③ 上総国五井村龍善院15才
④ 上総国五井村龍善院
⑤ 上総国五井村龍善院文政

6年
⑥ 豊山勧学院文政9年
⑦ 天保15年幸手村龍蔵院住
嘉永7年大仙寺48才

表 13 大悲願寺門末内での僧侶移転状況
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） A concrete research on the Dai-Higan Temple (Singi Singon sect)

and its branches

HIGURASHI, Yoshiaki

The purpose of this thesis is to introduce the basic data in relation to the Dai-Higan Temple and its branches. In other

words to introduce and examinete the special characteristics of the Dai-Higan Temple and its branches ( 末 寺 matuji, 門 徒

monto) in the Komiyaryo area (modern Tokyo, Akiru city) and their dispertion.

In addition, to examine the lives of the priests that belonged to the branches of the Dai-Higan Temple from the Kansei

era (1789) until the end of the Shogunate (1868).

In addition to the points mentioned above, it is my intention to show the following: 1) Many branch temples did not

have a priest residing permanently. 2) The priests of the small temples belonging to the Dai-Higan Temple were constant-

ly moving from one temple to another without limiting themselves to branches of the Dai-Higan temple. 3) The parish-

ioners belonging to many branch temples of the Dai-Higan Temple were below 20 people. This was close to the average

number of parishioners in Komiyaryo area. Therefore since the examination of the branches of the Dai-Higan temple has

similarities with other areas in Japan the analysis of the Dai-Higan temple ca assisit us in forming a solid base for future

research.

（ 人 文 科 学 研 究 科 史 学 専 攻 　 博 士 後 期 課 程 一 年 ）


